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資料
Ⅰ.研究目的
幼児は身体を介して、活動を通して内的な心の状態を大人の前にあらわしてくれ
ると言われる。それは、表情、行動、視線等その子どもが身体を通して醸し出す雰
囲気ともいうべきものであろう。この子どもの心と身体について、ワロン(Henri
wallon, 1879-1962)は、運動が心的生活をあらわしていることを指摘している。つ
まり、表現に関する認識を「姿勢、情動に関するもの」と位置づけ、人間の情動こ
そが身体の姿勢を決定づけるものとしてしている。このような、幼児の内的な声は、
身体を通して語られるものであり、むしろことばではなく、からだで語っているも
のである。幼児教育の現場においても、その幼児の身体が何を語っているのか、と
いうことを周囲の大人が読みとること、感じとることが課題となる。
そこで、本研究は幼児の保育内容「表現」について、既成の教科的枠組だけにと
らわれた表層的な活動を主とするのではなく、従来の領域の枠を越えた新たなる視
点を求めようとするものである。この試みについては、平成4-6年度にわたり科
学研究費の交付を受け、幼児の表現形成に関する縦断的研究を行い、遊びという総
合的な活動の中でどのような形成過程を経ているのかを明らかにした。すなわち、
遊びの表現活動として、全身体を使って活動している「滑り台」 「楽器」をめぐっ
て、身体表現、音楽的表現の形成過程を捉え、さらに表現形成に及ぼす他者、母親、
遊具のかかわりについて、遊びの変化と契機の観点から分析した。その結果、周囲
との関係性に機能するものとして身体が担う役割が大きいことが明らかとなり、身
体的感覚を通して自己のイメージの確保と他者との共有が明らかとなった。しかし、
このような知見を幼児の教育現場に還元させるためには、さらに「表現」の特性で
ある周囲との関係性と幼児の行動現象の根本である身体について精微な基礎研究が
必要とされるにいたった。前回は1歳7ヶ月から4歳10ヶ月という広範囲でしか
も対象幼児が8名であったため、データとしては不十分であった。この結果は「幼
年児童期の表現形成に関する縦断的研究」 (上他、 1995)で報告している。この中
では、出来る限り自然な状況の遊びの中で幼児が様々な表現媒体を用いて周囲との
関係性を確立させながら行動していることが明らかとなった。しかしその一方で,
身体の方向性が内面的な意志と関連づけられていることは明確には出来なかった。
本報告は、約3年間の縦断的な観察研究であり、幼児前期も含めた1歳から3歳
を対象とし、行動における身体性に着目し、身体の方向性、姿勢、身体軸の変化を
捉え、母子間、幼児間を含めた身体の姿勢、方向による相互作用について検討し、
姿勢、行動にみられる幼児の意欲、意志のあらわれを明らかにしようとするもので
ある。本研究ではこれらのデータの収集分析を基盤として心理、教育、保育内容の
立場から学際的に研究していった。いずれもそこに、原初的な身体表現作用を兄い
だし、保育内容を包括する表現概念の基礎資料することを目的としているO
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Ⅱ.研究方法
1.観察対象児と観察期間
同性の2名の幼児とその母親を1グループとし,観察対象とした。その際に,母
親が同席可能であり,数カ月にわたる複数回の継続的な観察が可能であることを条
件とした。本研究の観察対象児は2グループ4名(男児2名,女児2名)であった。
観察開始時点における年齢及び観察日等は表1の通りである。
表1観察対象児と観察日
対象児の性別及び観察開始時・終了時の年齢
1 :男児(3:7-4:8)  2 :女児(3:1-4:1)
男児(3:5-4:6)    女児(1:8-2:8)
観察日
1:1996.11.21
2:1996.12.9
3:1996.12.19
4:1997.1.16
5:1997.1.30
6:1997.2.13
7:1997.3.13
8:1997.4.17
9:1997.5.
10:1997.5.26
11:1997.6.12
12:1997.6.26
13:1997.9.11
14:1997.9.25
15:1997.11.13
16:1997.11.27
17:1997.12.11
1 :1996.12.16
2 :1997.1.24
3 :1997.2.18
4 :1997.3.12
5 :1997.4.23
6 :1997.5.14
7 :1997.6.27
8 :1997.10.3
9 :1997.10.29
10: 1997.11.28
11: 1997.12.19
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2.観察手続き
2名の観察対象児とその母親を1グループとし観察を行った。 2組の親子を遊戯
塞-案内した後,研究者は退室し,自由に遊んでもらった。 1回の観察時間は,研
究者の退室から入室までの約50分間であり,遊戯室内の状況は,室内に設置した4
台のビデオカメラによって録画した。できるだけ自然な状況で観察を行うために,
母親に対しては,子どもとともに部屋に一緒にいてもらうこと,及び,普段子ども
と接しているようにすごしてもらうことのみを教示し,その他の要請は行わなかっ
た。
3.遊戯室の状況と遊具
基本的な遊戯室の状況とビデオカメラ及び遊具の配置は,図1に示す通りである。
遊具は,すべてのグループの観察に共通であった。なお,各回の観察開始前の遊具
の配置は,ほぼ同じにした。
図1遊戯室の状況と遊具
A(棚)
・ブロック(レゴ小、ダイヤブロック大
ブロックで製作された作品)
・パネル(ブロック作品の写真)
・木製のミニチュアの家
B(棚)
・アヒル(プルトーイ) 3個
・ぬいぐるみ4個
・ままごとセット
・ミニカー12台・標識等付属品
・ミニチュア人形・家具(箱庭用)
・スロットスタンド
・パズルハウス
・パズルボックス
・輪つなぎ
・笛(立笛、竹笛2個)
・マラカス
・鈴2個
C (オルガン及び椅子2脚)
D (滑り台)
E(机)
・絵本(10冊) ・雑誌・新聞
F (フロアー)
・車
・ポール8個(布ポール、ポアポール、
体操ポール、ドッジボール)
・大型布積木10個
・小型積木(引き車鞍木)
・ぬいぐるみ(小3個、乗用1個)
・鉄琴
・臆面用ホワイトボード
凸:力メラ
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4.分析手続き
4方向から録画した記録を1画面に編集した上で,対象児及び母親の行動や遊び
の内容を具体的に記述した観察記録を作成し分析に用いた。詳細な分析手続きは,
個々の目的によって若干異なるので,以下の各章の中で具体的に述べる。なお,同
様の方法で行われた先の研究(上他, 1995)における観察対象児も,必要に応じて
含めて分析を行った。
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Ⅲ.遊びにおける身体の方向性
-母親との関係を基点として-
1.目的
幼児の内面の動きは身体を通して表現されると考えられるが,本研究では,特に,
身体の方向性に着目した。遊びの中での幼児の身体の方向性も,幼児の内面の志向
性を反映した一つの側面であろう。
本研究では,身体の方向性が幼児の内面の表現とどのように関連しているのかに
ついて検討を進めるための基礎的段階として,遊びの中で,幼児が遊具を介して母
親とかかわりを求める場面を取り上げ,そこでどのような身体の方向性を持ってか
かわりを求めているのかを明らかにすることを目的とした。
2.方法
対象児幼児6名を対象とした。本分析では,すでに述べた観察手続きに基づい
て実施された各グループの複数回の観察のうちの1回を抽出し,分析を行った。対
象児の性及び年齢は,表1に示す通りである。
表1対象児の性及び年齢
グループ1 A児 男 2歳7ケ月
B児 男 2歳7ケ月
グループ2 C児 男 2歳3ケ月
D児 男 1歳10ケ月
グループ3 E児 女 2歳4ケ月
F児 女 2歳2ケ月
分析手続き観察開始から35分間を分析対象とした。録画をもとに,観察記録を
作成した後,物を介して母親とかかわりを求める場面を抽出した。なお,本研究で
は,物を介して母親とかかわりを求める場面として,母親に物を見せる行為,物を
わたす行為が生起する場面を取り上げた。その後,各場面における幼児及び母親の
一連の行動とそのときの顔及び体の方向性を記述した。これらの記述は,すべて2
名の観察者によって行った。なお,物を見せる・わたす行為は,一連の行為として
繰り返し行われることも多い。母親に物を見せてからわたす,あるいは,物を見せ
た後,近づいて再度見せるといった場合である。このような場合は,一つの場面と
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して扱った。分析対象となった場面数は,合計76場面であった。
3.結果と考察
各場面で,母親に対して物を見せる・わたす行為が最終的になされた時点の,対
象児の顔及び体の母親に対する方向をまとめたものが表2である。なお,ここでは,
対象児の顔や体の正面に明らかに母親が位置する場合のみを母親方向とし集計して
ある。したがって,母親が斜め前方に位置する場合や,顔が下を向いていて,母親
の方に向けられていない場合は,母親以外に向けられたものと分類している。
この結果から,物を見せる・わたすという行為が,顔も体も母親の方に向けてな
される場合が,全76場面中45場面と高い割合で生起していることがわかる。個々の
対象児を見ると,このような傾向は, A児, B児, D児の場合に,はっきりと現れ
ている。 C児やF児では,体は完全に母親の正面に向けられていなくても,顔は向
けられていることが多いことが示されている。これらの結果は,物を介した母親に
対する志向性が,身体の方向性に現れていることを示唆していると思われる。
表2見せる・わたす行為における顔と体の方向
A児 B児 C児 D児 E児 F斤
総 場面数 14 7 15 19 12 9
顔 も体 も
母親 方向
11 5 5 15 5 4
顔 のみ
母親 方向
3 0 5 1 1 5
体 のみ
母親 方向
0 0 2 2 4 0
それ 以外 0 2 3 1 2 0
上述のような身体の方向性は,母親に対して接近して物を見せる・わたす行為に
おいて,より顕著に見られている。すべての対象児において,母親に接近して物を
見せる・わたす場合が,かなり多く観察されているが,表3に示すように,撲近を
伴う全52場面のうち40場面において,全身体が母親に向けられていることが確認で
きた。母親に接近すること自体も,より強いかかわりを求めている行為としてとら
えるならば,母親に向けられた身体の方向性もこのような幼児の意思と関連してい
ると考えられる(場面例1及び場面例2参照)0
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表3接近を伴う場合の見せる・わたす行為に
おける顔と体の方向
A 児 B児 C児 D児 E児 F児
総 場 面 数 11 4 4 18 10 5
顔 も体 も
母 親 方 向
10 4 3 14 5 4
顔 の み
母 親 方 向
1 0 1 1 1 1
体 の み
母 親 方 向
0 0 0 2 3 0
そ れ 以 外 0 0 0 1 1 0
<場面例1:C児>
C児は,おもちゃ棚からままごと道具であるコップとお皿を取り出して,椅
子に座っている母親の前方に持ってきて置いている。再び棚に行く。
棚の中のおもちゃの包丁を「グサット」と言いながら手に取る。 「グサット」
と包丁を差し出しながら母親の方を振り向き,立ち上がる。母親の所まで飛び
跳ねながら走ってきて,母親の前に立ち,包丁を差し出し「グサット」と言っ
て見せる。母親が「うん,包丁,言ってごらん」と答える。C児は,フロアー
にすでに置いてあったコップや皿のそばに包丁を置き,再び棚に戻り,別のま
まごと道具をさがす。
<場面例2:D児>
D児は,フロアーでミニカーを動かして遊んでいる。C児は,椅子に座って
話をしている2人の母親の前方で,ままごと道具を並べて遊んでいる。
D児は, C児の所-近づき,ままごと道具の中からハンバーグの模型を手に
取る。 「ジュージュー」と言い,ハンバーグを母親の方に差し出しながら近づ
き,母親にわたす(顔も体も母親の方に向けられている)。母親は「ジュージ
ューね」と言って受け取り,足元に置く。 D児は,少し離れるがすぐに戻り,
母親の足元に置かれたハンバーグを使って遊び始める。
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しかし,いつも上述したような方向性を持っているわけではなく,最終的に物を
見せる・わたす行為がなされる時点では,顔や体が母親に向けられていない場合も
ある。このような場面でも,例えば,物を見せる前に母親に向かって立ったり,物
をわたす前に母親に向かって見せるなどの行為を伴っていることも多く(場面例3
及び場面例4参照) ,物を見せる・わたすまでの一連の行為まで含めて見れば,表
4に示すように,幼児の全身体が母親に向けられている場面は,全76場面中58場面
で観察されている。
<場面例3:C児>
二人の母親が椅子に座って話をしている。 C児はおもちゃ棚の前にいて,そ
の近くにままごと道具を出している。
C児は,棚から3つ重ねられたコップを取り出す。母親の方を振り向いて,
立ち上がる。 「これ」と差し出して見せながら,母親に向かって歩いてきて,
母親に「はい」とわたす(体はD児の母親の方を向いているが,顔はC児の母
親に向けられている)。母親はコップを受け取る。続いてC児は,隣に座って
いるD児の母親にもコップをわたす。母親が「料理作ってから来てよ」と声を
かけると, C児は「はーい」と答え,残りのコップをフロアーに置き,再びお
もちゃ棚に向かって歩き始める。
<場面例4 :D児>
D児は,ブロック箱を置いてある棚からブロックで作った車を見つけ,手に
持って「プープー」と言いながら,椅子に座っている母親の所に持って来る。
母親の横に立ち,母親の方に向かって見せる。母親も「あ,プープーね」と言
ってそれを見る。そのままの位置で,少しブロックの車をいじっているが, C
児が近くに来たのを見て,ブロックの車を母親の膝の上に置く(母親の方を見
ずに,顔はC児の方向を向いている)。その後すぐに, C児の方に行く。
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表4見せる・わたす行為を伴う一連の行為の中で
身体が母親に向けられた場面数
A児 B児 C児 D児 E児 F児
総 場 面 数 14 7 15 19 12 9
顔 も体 も
母 親 方 向
12 6 7 17 11 5
顔 ま た は 体
が 母 親 方 向
2 0 5 2 1 4
顔 も体 も
母 親 以 外
0 1 3 0 0 0
表2及び表3においては,対象児が母親に物を見せる・わたす行為の時点での身
体の方向性に着目したが,その行為がなされている間やなされた直後にも身体の方
向性の変化が見られる例もある。対象児の物をわたす行為と母親側の受け取りが同
時ではなかったり,時間がかかるような場合などは,このことが,より明確に現れ
てくる。例えば,以下に示す場面例5のように, E児のわたす場面には,直接手わ
たしをするのではなく,大型積み木やボールを離れたところから,転がしたり,け
ったりして母親にわたすという場面がある。ここでは,転がしたり,けったりする
行為の時点では,身体の方向性は母親に強く向けられていないが,母親が大型積み
木やボールを受け取る時点では,幼児は全身体を母親に向けて注目している。これ
らの場面は,母親に受け取ってもらうことを強く意識し,それを確認しようとして
いるものと読みとれる。
<場面例5:E児>
E児と母親は,布製の大型積み木を積み上げて遊んでいる。積み上がったと
ころでE児が「ぽーんとする」と言い,積み木の真ん中あたりを手でたたき,
積み木を倒す。その勢いで円筒形の大型積み木が遠くに転がっていくのをE児
が指さす。それを見た母親は「拾ってきて」と声をかける。
E児は,転がった大型積み木の所まで走っていき,右方向にいる母親の方へ
大型積み木を転がす(E児の顔も体も母親の方に向いていない) 。その後,転
がってきた大型積み木を母親が拾う(この時, E児は,顔も体も母親の方に向
けて,母親の行為を見ている) 。
逆に,母親に見てもらう,あるいは,受け取ってもらうことを強く求めていなか
ったり,意識していないような場面では,見せる・わたすという行為の時点におけ
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る身体の方向性は,すでに母親の方に向けられていないことも多いのではないかと
思われる。例えばB児やD児において,関心のある別の遊具へ顔や体を向けながら,
現在持っている遊具を母親にわたす場面がいくつか観察されている(場面例6及び
場面例7参照)。
<場面例6:B児>
2人の母親は椅子に座って話をしていたが, A児がままごと道具を持ってき
たので, A児の母親が大型積み木をその近くに並べていく。 A児は大型積み木
のテーブルの上でままごとを始め, B児はミニカーを数台抱えて, 「大きなテ
ーブルができたぞ」と言いながらA児の母親が大型積み木を並べている様子を
見ている。 B児の母親が「自動車ここにおいといて,フライパン持ってらっし
ゃい」と言う。 B児は,持っていたミニカーを大型積み木のテーブルの上に並
べて,母親を見る。
母親は手に持っていたままごとのコップを「どうぞ」とB児に差し出す。 B
児は近づいてそれを受け取るが,すぐに母親にわたす(この時, B児の顔も体
も,右前方にある別のミニカーの方向を向いている)。その後,フロアーのミ
ニカーを拾って遊び始める。
<場面例7:D児>
D児は,母親の方向に歩いている途中,ままごと道具のフライパンを拾う。
拾ったフライパンを持って,母親の所に近づく。その途中,母親のそばのフロ
アーにおいてあったミニカーをちらっと見て,母親の所まで行き,母親にフラ
イパンをわたす(この時,体は母親の方向に向いているが,すでに途中で見つ
けたミニカーを見ていて,顔は母親の方向に向けられていない)。その後, D
児はすぐにそのミニカーで遊び始める。
先述したように,接近を伴う場面では,母親に向かう身体の方向性がより明確に
現れてくると考えられるが,それ以外の場合,例えば,既に母親の近くにいて物を
見せたりわたしたりする場合はどうであろうか。観察された場面数は少ないが,異
なる特徴があるように思われる。既に母親の近くにいる場合は,ほとんどが母親の
すぐ前方で遊具を使って遊んでいる場合である。このような場面は, F児とC児に
比較的多く観察された(それぞれ4場面, 9場面)。
F児の4場面は,場面例8に示すように, F児が棚の前のフロアーに座ってまま
ごとで遊んでいる所に,母親が近寄ってそばに座り,遊んでいる様子を見ている状
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況で生じている。 F児は母親に見守られている状況で遊んでおり,時々,母親に対
して,遊んでいる遊具や棚から取り出した遊具を手に取って見せていた。この場面
でのF児の身体の方向性は,すべて,体の方向は遊んでいる物に対して常に向けら
れ,笑顔を伴って顔のみが母親に向けられていた。
<場面例8:F児>
F児は,おもちゃ棚の前に座り,棚からままごと道具を取り出しながら遊ん
でいる。母親は,棚に向かって座っているF児の左斜め後方に座り,時々話し
かけながらF児の遊びを見ている。
F児は,棚から取り出したものがままごとの包丁であることに気づき,上半
身を母親の方に向けて,笑顔で包丁を見せる。それに対して母親は「包丁ね」
と言いながらうなずく。 F児は,すぐに元の姿勢に戻り,包丁でおもちゃの野
菜を切って遊ぶ。
また, C児の場面はいずれも,椅子に座っている母親の前に,遊具を持っていき
遊んでいる場面で生じている。このうち,母親の正面でパズルハウスで遊んでいる
5場面を見てみると(場面例9及び場面例10参照) ,このうち3場面では,先のF
児の場合と同様,体の方向は遊んでいる物に対して向けられ,顔を母親に向けて,
物を見せたりわたしたりしている。残りの2場面では,顔も体も,遊んでいる物に
対して向けられたまま,手に取った物を母親に差し出している。
<場面例9:C児>
C児はパズルハウスを見つけ,家の形をした箱の中に,家の窓から三角や四
角の形をしたプラスチック片を入れるという遊び方を母親に教えてもらう。椅
子に座っている母親の前のフロアーに座り,遊び始める(この時,母親を右側
にした90度の位置に座る)。母親が「入れてごらん,同じ形のを入れるんだよ,
ほら」と言いながら,プラスチック片を1個, C児のそばに手で押す。 C児は
そのプラスチック片を入れる。
C児は,別のプラスチック片を手に取り, 「これは?」と自分の目の前に掲
げる(座ったままで,母親の方は見ずにプラスチック片を見ている)。 「それ
はどこ?よく見て」と母親は答える。 C児は,再び,プラスチック片を入れよ
うとする。
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<場面例10:C児>
先の場面に続き, C児は,少しの間自分でプラスチック片を入れようとする
が,うまく入らない。 「あれ?」と言うC児に,母親も「違うね」と声をかけ
る。続いて「ここ?」と言うと,母親に「そこだね」と言われ,その窓から入
れようとするがやはりうまく入らない。
C児は,家とプラスチック片を両手でもったまま, 「はい」と言って母親の
方に差し出す(上半身を母親の方に向けて) 。母親は「方向が違うじゃない,
こうやってあわせなきゃ」と言いながらC児を手伝う。
これらの場面にみられるように,既に母親の目の前で遊んでいるような状況では,
全身体を母親に向けるというよりは,顔だけを向けたり,時には全く母親を向かな
いこともある。このような身体の方向性は,幼児が母親のすぐ目の前にいて,母親
から見守られていることを十分察知していることが関係していると考えられる。実
際,上述した場面ではすべて,母親は全身体を対象児の方に向けている。母親と遊
びの空間を共有し,それを察知しながら自分の遊びに集中したり,自分の楽しさを
伝え,遊び空間の共有を確かめあったりしているものと思われる。
以上のように,遊びの中での,幼児の母親に対する身体の方向性は,幼児がどの
程度強く母親とのかかわりを求めているか,さらには,その時点で母親との遊びの
空間の共有がどの程度なされているかといったことが大きく反映しているものと思
われる。ただし,幼児と母親との空間的関係や母親の対応によって異なってくる面
もある。本研究の分析場面では,母親が椅子に座っている場面が多く,これが結果
に影響している部分も大きいかもしれない。また,幼児の意思に,母親がいつ気づ
き,どのような対応をするかが及ぼす影響についても検討が必要である。
(横川和章)
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Ⅳ.遊びにおける身体の向かい合う
空間の共有
1.目的
幼児の表現行動は、どのような表現媒体を用いようとも自らの身体を基盤として
行っている。従って、表現について考える際には、幼児の身体性についてまず着目
することが肝要であろう。
本研究では、子どもたち同士の関係が身体によってどのように現れているのだろ
うか、ということを問題とした。すなわち、遊び場面において身体が向き合う時、
幼児同士の身体による空間構成及び身体の動き方に着目し、そこでの意志のあらわ
れについて検討することを目的とした。
2.方法
対象児男児2名について以下の観察手続きに基づき、原則として2週間に1度
の割合で1年にわたって遊戯室での遊びを観察した。本研究では、 17回の観察のう
ち、一緒に遊んでいて身体が向き合っている場面のある7回分を抽出し、分析を行っ
た。対象児の年齢は、観察開始時がA男が3歳7ヶ月及びB男が3歳6ヶ月であり、
観察終了時がA男4歳8ヶ月、 B男4歳7ヶ月である。
分析手続き観察開始から1時間を分析対象とした。録画をもとに、観察記録を
作成した後、 2人の幼児の身体が向き合っている(正対している)場面を抽出した。
その後、各場面における幼児の一連の行動とその時の顔及び身体の方向性、遊びの
状況について記述した。分析対象となった場面数は、合計159場面であった。
3.結果と考察
1)遊びの中で身体が向き合うとき(巻末資料参照)
2人の幼児の身体が向き合うときは、積み木、ミニカー、ミニチュアの動物、ブ
ロック等の物を介して向き合う場面が139あり、全体の87%を占めている。その他、
物をわたす、とる、みせる、並べるなど、明らかな物を介しての行為によるものが
17場面であった。さらに物を介さないで、例えば向かいあって話をする場合は3場面
であった。ここでは、身体間に空間が認められるときのみとし、身体が接近して密
着した場面は含まれていない。これらのことから、 「物」を介在する向かい合いが
顕著であった。
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2)空間形成の方法
幼児が空間をつくる方法として、例えば大型積み木を手渡す際に、お互いの身体
の向きが正対するというような機能によるものと、明らかに相手の正面に移動して
お互いが向き合うといった、空間を形成していると見られるものに大きく分けるこ
とが出来た。
(1)機能上身体の向きが正対する
<事例1>
B男は積み木を滑り台横からA男に渡す。その時、二人は向かい合う。 A男は、
その積み木をつなげて4つ目の積み木を置く。 (中略) B男は、積み木を取りに行
く。 A男は、その積み木が来る前にB男の方を見ており、その積み木をはさんで向
かい合う。
(2)相手の正面に移動して向かい合う空間を形成する
<事例2>
A男は、滑り台の下のミニカーを触っている。 B男が近づく。 A男、 B男2人で
ミニカーをすべらせる。A男「これあくで、ほらあいとうで」とB男にミニカーを
見せ、 B男も身体は斜めにして、顔はB男の方へ向ける。 B男は「これ、あかな
い」と言ってA男の方を見る。 B男はミニカーを自分で動かしながら移動し、回り
込んで相手の正面に行く。
これらの事例のように、物を手渡すために必然的に身体の向きが正対するものと、
自分の意志で回り込んで正対する方法とが見られた。これは、機能として空間形成
されるものと、意志をもって向かい合うものと分けることができるであろう。この
自ら向き合う空間形成行為は、観察開始7ヶ月経過後に見られた。次に、空間形成
へ伴う意志の働きについて検討することで、意志の現れをみることが出来るのでは
ないかという観点から考察した。
3.空間形成に伴う意志の働き
二人が向かい合うことにより、彼らの身体で空間を共有しながら、その空間にど
のような意志が働いているのか事例を整理し、考察した。その結果、 (1)接近、
(2)会話、うなづく等の行為、 (3)維持、といったその空間に伴う働きが見い
だせた。それらの働きを考察することで、空間における意志が推察できるのではな
いかと考えた。
(1)接近
<事例3>
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床に座っている2人の間に数台のミニカーがあり、お互いにどれがいいか話し合
っている。 2人共もいろいろな車に触れる。 B男「ここについている」というと、
A男が近づき、A、B向かい合う。B男「こうして、こうして---」と車を間に
して話す。滑り台上をすべらせる。二人は斜めに向かい合う。 B男「あ、あくで。
早くやろう。早くこれやろ」と言う。 A男がちらっとB男を見る。二人はそれぞれ
に車を持って横に並ぶ。身体は横でB男の顔はA男の顔を見る。 B男が足を出す。
A男がそれを見て、二人の身体は向かい合う。
このように、徐々に2人の身体が近づき、空間が縮まっていく。二人の空間を形
成する経過は車を介在させ、それを滑り台で走らせる、という行為の機能によるも
のであるが、それ以上に、車の様子を見たいと思う意志が働くことによって、身体
の向きが変化したものとみることが出来よう。次に、身体の明確な行為によって二
人の間の空間が圧縮された例を挙げる。
<事例4>
二人で布製の大型積み木を滑り台上に敷き詰めるように縦に並べる。一応並べ終
えた後、 B男は積み木にまたがり、滑り台の間の積み木をはさんでA男、 B男が正
対し、 B男は積み木にまたがり、滑り台の下から上がる。 1人が上から積み木を押
し出すようにして滑り降り、もう1人が滑り台の下でその積み木を押してとどめて
いる。しかし、ついには上からの強さで押し切られ、積み木も払いのけられ、お互
いの身体が接近する。
この事例4は、滑り台上という限られた空間に大型積み木を載せて並べ、二人の
身体の間の空間を物で埋めている状況である。二人はその積み木が間におかれてい
るにもかかわらず、自分の意志で積み木を押し続ける。そして、滑り台上から積み
木を落とすこと自体を楽しんでいる様子であった。そのことが結果として、身体の
接近となっていった。
(2)会話、うなずく等の行為
<事例5>
2人はブロックの入っている箱を二人で一緒に覗き込む。箱を介して二人の身体
は向かい合っている。二人で顔を見合わせてヒソヒソ話す。二人でうなずく。 A男
のみつけたブロックをB男が見てうなづく。また、ヒソヒソと鳴き声で話をする。
<事例6>
B男は、ブロックの箱の中を見て、 A男も振り返ってブロックの箱-行く。箱を
はさんで正対に少しずつブロックの箱をはさんで向かい合う。 A男がB男に何か言
う。 (中略) B男はA男のブロックを触り向かい合ってうなずきあう。別のプロッ
-15-
クを取り、二人は向かい合い、ヒソヒソ話をする。時々うなずき合う。
事例5、6では、単に向かい合うだけではなく、うなづきや鳴き声が向かい合う
身体をより親密度の増したものとしている。或いは、うなづき、会話することにと
って身体の正対は必然なものであるとも考えられる。いずれにしても、身体が完全
に向かい合うようになるにつれ、会話が聞こえてくるようになる。
(3)空間の維持
<事例7>
B男は、棚から家を取り、向きを変えてA男とB男の間にそれを置く。 B男は、
次々と家の模型を取り出して「こんな家あるねんな」とA男の前に置いておく。二
人の身体は向かい合う。 A男は「これもしよか、これも」と言いながら、何かつく
っていく。二人の身体は向かい合う。二人の間の空間に共同でブロックを使ってひ
とつものをつくっていく。二人の間のスペースが狭くなると、 A男はそのまま後方
に下がる。二人の身体は向かい合ったまま共同製作は続行される。
<事例8>
A男はブロックの箱、 B男は何かつくっているが、お互いの身体を4/1回転させ向
かい合う。ブロックについて話し合う。 B男「今、おうちに入っていることね」と
言って、身体はその作成したものを間に向かい合う。二人でブロックの箱の中をさ
がす。 B男が「あったー」と言い、 A男がそれを見る。その時、身体は向かい合っ
ている状態のままである。
事例7は、 2人でブロックをつかって共同で製作している場面である。 2人の身
体の間にある製作物が場所をとるようになり、 2人の空間が狭くなる。そこで、 A
男はそのまま後方に下がり、正対する空間を維持したまま製作を続ける。事例8は、
B男の言葉が象徴的であるが、 「家に入っている」という状況でごっこ遊びをして
いる様子である。その結果、二人の空間は限定され、そのつもりの世界のなかで向
かい合った身体の空間は維持されている。この時は二人とも一緒に遊んでいる時間
が長く、二人の身体が向かい合うことも多かった。
4.空間の緊張と遮断
これまでの身体が向かい合う場面は、より親密性が高まるようなものであったが、
それとは反対に向かい合う空間での喧嘩や拒否の場面も見られた。次に事例を示そ
う。
<事例9>
A男が滑り台上に積み木を並べ、殆ど並べ終えたところにB男がボールを続けて
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並べる。それを見たA男が滑り台の階段を昇り始める。 B男はA男に対して「おり
て」と言う。しかし、A男は自分がつくったのだから、自分が滑り降りると応える。
B男はその答を聞いて、滑り台上の積み木もボールもすべて手で払いのけてしまう。
その後、 B男は滑り台の下から昇り始める。滑り台の上にいるA男と向かい合う。
突然、 A男が滑り降り、 B男は急いでそのまま後方に滑り降りる。
この事例9では、二人の身体は向かい合ったままであるが、その空間はお互いの
主張を譲らない緊張したものであった。 A男の突然の攻撃的な滑り降りに対して、
B男は慌てて後方-下がらなければならなかった。ここでは滑り台という細くて二
人が向かい合うしかない空間を余儀なく作らされている結果であるとも考えられる
が、そこでの身体の向かい合う空間は、反発的な緊張感あふれるものであった。
<事例10>
A男が積み木で自分の周囲に囲いをつくる。 B男が「人、もってきました-」と言
い、ぬいぐるみを3つ持って囲いの中に入る。その際、身体は向かい合う。しかし、
A男は「B君のいて」と言う。 B男はそのまま後方へ下がり、囲いの外にでる。中
に残されたぬいぐるみもA男によって外に出される。まだ2人の身体は向かい合っ
ているが、空間は遮断されている。
この事例10では、 A男の周囲の囲いが、空間の遮断を表している。そこへ、 B男
が入ろうとし、その時の二人の身体は正対するのであるが、 B男は、積み木で仕切
られた外-出るように言われてしまう。向かい合う空間であるが、その関係は積み
木で遮断された状態を表していると言えよう。以上、空間形成とそれに伴う作用に
ついて、接近や会話、維持といった親密な気持ちを表しているものだけではなく、
緊張、遮断といった非親和的な感情も表れている場合も見られた。このように、空
間形成に伴う働きを考察することで、その際の二人の関係を内的に捉えることが可
能であることがわかった。すなわち、正対する身体には、二人で共有する空間があ
り、そこに二人の関係の意志が働いていることが推測されるのである0
では、次に向かい合う身体がどのような動き方をしているのか、必ずしも直立で
向かい合っている事例だけではないのである。そこで、次に身体の使い方について、
特色あるものを整理した。
5.身体の動き方、使い方
向かい合う身体の動きについて、 (1)全身で覆う、 (2)全身で止める、
(3)身体で直接かかわる、ものが見られた。
(1)全身で覆う
<事例11>
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A男が積み木を滑り台にのせているところへ、 B男がそれにさわろうとする。そ
れを見たA男は自分の身体でその積み木の上に覆いかぶさる。また、 A男がいつも
と同じように滑り台に積み木を並べ、 B男が滑り台の上から見ている。 A男は「ま
だだめ」と何回も言いながら積み木を並べていっている。 B男は「はーい」と返事
をしているが、今にも滑り降りてきそうな気配である。そこで、 A男は積み木の端
に身体を傾けてのせて、積み木を動かさないようにして、さらに積み木やボールを
滑り台に並べていく。また、 A男はB男の前にあるミニチュアの動物をとり、その
時は身体は向かい合っていたが、取り上げるとすぐに、B男に向かって背面を向けた。
これらのように自分の所有するものを全身で覆って守る動きや、とったものを確
保するために背面を向けるといった全身で守る行動が見られた。
(2)全身で止める
<事例11>
滑り台上に積み木を並べ、 B男が上から滑り降りてくる。 A男は滑り台の下から
その積み木の上に自分の身体をのせて、積み木と一緒に動かされ、押し出されてい
く。さらに、下で押し出されるようになる積み木を全身で押しとどめようとする。
これは、全身で物にぶつかって対応しようとしている行動である。二人の身体は
積み木の上に覆い被されながら向かい合って空間を形成しているが、上から押され
ようとしている動きに、全身で止めている動きである。圧縮される空間を自分の身
体全体を使ってとどめようとする行為である。しかし、事例11と同様、二人の身体
の間には物が介在している。
次は、物の介在はなく、身体だけでかかわっている事例である。
(3)身体で直接かかわる
<事例12>
B男が滑り台の上から滑り、 A男が下から昇るというように向かい合っていく。
しかし、途中で2人は出会い、 A男の上にB男がまたいで2人の身体が交差する。
<事例13>
滑り台の上にあった積み木が押し出されてなくなり、 2人の身体がからみあいな
がら滑り降りる場面も見られた。
事例12、 13は、向かい合う身体の間に物を介さないかかわりとして挙げることが
できる。ここでの向かい合う空間はかなり接近し、ついにはなくなり二人の身体が
密着する事例である。
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以上、 2人の幼児の向かい合う空間について検討した結果、その場面の多くが物
を介在とした場合であり、そこに親密性、緊張、遮断などの意志が現れていること
が明らかとなった。それは、二人でつくり出す空間であり、内的な表現であるとも
言い換えられるであろう。また、身体の使い方も、相対する直立性の身体の動きだ
けではなく、全身で覆ったり、押しとどめたり、身体の姿勢も幼児の特色といえる
ものが見出された。このように、幼児は自分の身体を駆使して相手と全身で向かい、
そこに内面的な意志が働いているのを見ることが出来た。つまり、幼児の身体の方
向性に内的な意志が反映されているのでは、という仮説を実証する手がかりが得ら
れたと言えよう。今後の課題としては、身体が向かい合わない場合やすれちがいの
場面、あるいは向かい合う身体の会話等による代替についても検討が必要である。
(名須川知子)
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Ⅴ.遊びにおいて上下する身体
1.はじめに
意識と行動とが十分に分化していない幼児の活動には、その子どもの意志や内的
指向性がその身体に直接反映していると思われる。こうした観点から、我々は幼児
の表現行動における身体性(身体の方向・運動・関係等)に着目し、そこから幼児
の内面を読み取ろうとしてきた。前章までは、遊具を介した母親との関係(第Ⅲ
章) 、幼児同士が向かい合うことで成立する空間の共有(第Ⅳ章)等、主として幼
児の身体の横軸を基点にその移動性・方向性・距離・関係性等に着目して分析を進
めてきた。いずれの結果からも、身体の行為に幼児の内的指向性が反映しているこ
とが明らかにされた。
本章では視点を変えて、身体の縦軸というベクトルを導入して、上述の仮説を検
証していこうと思う。つまり、新しい機軸・観点から幼児の表現行動を分析し、そ
こに表れた内面性を考察することによって、幼児の表現行動に表れた身体性を多面
的に捉えようとするものである。以下においては、ビデオによる観察記録を整理し
ながら、幼児の表現性・活動性の指標として身体の上下運動が示唆するもの、ある
いはそうした表現行動の人間学的意味について、検討を進めていきたい。
2.方法
対轟児:A児(男児4歳1ヶ月) ・B児(男児4歳0ヶ月)。原則として2週間に1回約
一時間、遊戯室でそれぞれの母親と合計4人で自由に遊んでいる。遊戯室を訪れるよ
うになって6ヶ月が経過した。
観察手続き:2名の幼児とその母親たちに、遊戯室で自由に遊んでもらった。その
様子を4台のビデオカメラで撮影した。可能な限り自然な状況で観察を行うため、遊
戯室内には2組の親子以外は立ち入らず、母親に対しては、子どもとともに遊戯室に
一緒にいてもらうことのみを教示し、その他の要請は行わなかった。
分析手続き:観察開始からA児・ B児の活動に顕著な違いが見られた10分間を分析
対象とした。録画をもとに、観察記録を作成した後、身体が上下に運動をしている
場面を抽出した。そしてそれらの活動が生起する脈略についても記述するとともに、
その頻度を数えた。分析対象となった行為は、 A児163、 B児23である。
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3.結果
【資料1】 【資料2】は遊戯室におけるA児とB児の行動を記述したものである0
また【資料3】は、それぞれの<上下する身体>について、運動の有無・事物を媒介
としているかどうかで分類したものである。 A児とB児の活動には著しい違いが見
られた。 A児は遊戯室に入るやいなや、大型積木やボールを使って体全体を使って
遊びはじめた。母親との関わりを求める行動もたびたびあった。一方、 B児は周囲
を見回す探索行動の後、おもちゃ置き場のミニカーで一人遊びを始めた。これら2人
の活動を身体の上下運動の観点から整理すると次のようになる。このデータは、変
化の瞬間にその子の思いが感じられていると思われるものを抽出したものである。
【資料1】遊戯室でのA児の活動記録(時間・活動・上下運動)
*上下運動の分類に関しては【資料3】を参照のこと
0.00.10スキップして部屋に入り、積木の方に行く。 【⑦】
0.00.15積木に向かってダイビングする。 【⑨】
0.00.20積木を持って立ち上がる。 【⑤】
0.00.27積木をすべり台に置く。 【⑫】
0.00.32立ち上がってもう一つの積木を取りに行く。 【⑤】
0.00.35積木をすべり台に持っていって置く。 【⑫】
0.00.40ボールを拾ってすべり台に持っていって置く。 【⑫】
0.00.45そのボールを再びもとに戻す。 【⑫】
0.00.46積木に持ち替えてすべり台の方に行く。 【⑩⑫】
0.00.55さらに積木を取りに行き、取りあげてすべり台に持っていく。 【⑩⑫】
0.01.06ボールを取りに行き、すべり台に持っていく。 【⑩⑫】
0.01.15すべり台からころがり落ちたボールを拾い、蹴り始める。 【⑩】
0.01.22蹴ったボールを拾い上げ、それをまた足下に置く。 【⑩⑫】
0.01.25ボールを母親に向かって蹴る。
0.01.29母親が投げ返したボールを拾い上げる。 【⑩】
0.01.32ボールを床に思いっきり叩き付けて母親に投げ返す。 【⑪⑭⑮】
0.01.37母親が転がし返したポールを拾い上げる。 【⑩】
0.01.41ボールを再び力一杯床に叩き付けるが、方向がそれる。 【⑪⑭⑮】
0.01.43それたボールを追いかけて、拾い上げる。 【⑩】
0.01.46母親に向かって投げつけ、跳ね返ってきたボールを拾い上げる。 【⑮⑩】
0.01.50ボールを力一杯床に叩き付けて母親の方に投げる。 【⑪⑭⑮】
0.01.56母親から転がされたボールを拾い上げる。 【⑩】
0.01.58スキップしながら、ボールをすべり台に持っていく。 【⑦】
0.02.14ボールを拾い上げて、再び母親に向かって床に叩き付ける。 【⑩⑪⑭⑮】
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0.02.17そのポールを追っていって拾い上げる。 【⑩】
0.02.22ボールを母親に向かって転がす。 【⑮】
0.02.26母親が転がし返したボールを拾い上げる。 【⑩】
0.02.28ボールを持ってすべり台に向かってスキップしていく。 【⑦】
0.02.31落としたボールを追っていって、拾い上げる。 【⑩】
0.02.36ボールを母親に向かって放り投げる。 【⑲】
0.02.38母親が転がしたポールを拾い上げる。ボールを持っている。 【⑩】
0.02.44母親にボールを投げ渡す。 【⑮】
0.02.51母親がボールを投げ返すが、落球し、それを拾い上げる。 【⑩】
0.02.54ボールをもってピョンピョン跳ねながら母親の所に行く。 【⑦】
0.02.57母親に向かってボールを投げる。 【⑮】
0.03.01母親が取り損ねて落としたボールを拾い上げる。 【⑩】
0.03.04母親に向かってボールを投げる。 【⑮】
0.03.11母親が投げ返したボールを落球し、拾いに行く。 【⑩】
0.03.18ボールをB児に投げ、違うボールを拾い上げる。 【⑮⑩】
0.03.24ボールをすべり台に持っていって置く。 【⑩】
0.03.34積木を持ち上げてすべり台に持っていって置く。 【⑩】
0.03.46積木とポールを拾い上げ、すべり台に重ねていく。 【⑩⑩】
0.04.02さらに積木を拾い上げて、すべり台に重ねていく。 【⑩⑩】
0.04.08ボールを2個拾い上げて、すべり台に重ねていく。 【⑩⑩】
0.04.16積木を拾い上げて、すべり台に登って、上からに重ねていく。【⑩⑧⑩】
0.04.32すべり台を降りて、最後の積木を拾い上げる。 【⑨⑩】
0.04.42すべり台の一番下にある積木を自分が持っている積木と入れ替える。【⑩】
0.04.48座り込みながら、力一杯、積木を押し上げていく。【④】
0.04.51立ち上がって積木を拾い上げ、すべり台に登る。 【⑤⑩⑧】
0.05.20すべり台の一番上の積木と、自分が持っている積木とを入れ替える。【⑫】
0.05.27持ち替えた積木を持ってすべり台に登る。 【⑧】
0.05.40積木を置くと、すべり台をすべり降りる。 (積木は押し出される) 【⑩⑨】
0.05.50積木を一つ拾い上げると立ち上がる. 【⑩⑤】
0.05.52その積木を立てると、その上に他の積木を積み重ねる。 【⑩⑩】
0.05.55その上にさらに他の積木を積み重ねる。 【⑩】
0.05.58その上にさらに他の積木を積み重ねる。 【⑬】
0.06.01 「オー」と叫んで素早く座り込む。 【④】
0.06.04ボールを拾うと立ち上がり、積木にボールを叩き付ける。 l⑩⑤⑭⑮】
0.06.07ボールを拾い上げて、積木に叩き付ける。 【⑩⑭⑲】
0.06.12ボールを拾い上げる。 【⑯】
0.06.15積木を拾い上げて、再び積み重ねる。 【⑯⑳】
0.06.19座り込んで、さらにその横に積木を立てる。 【④⑲】
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0.06.24立ち上がって、他の積木を挟索する。見つけると拾い上げる。 【⑤⑱】
0.06.27積木を立てていく。 【⑩】
0.06.34他の積木を拾い上げて、積み上げていく。 【⑩⑩】
0.06.37他の積木を拾い上げて、積み上げていく。 【⑩⑬】
0.06.44高くて積み上げられないので、積木を脇に置く。 【⑩】
0.06.50積木を拾い上げて、脇に置く。 【⑩⑩】
0.06.56積木を拾い上げて、積み上げる。 【⑩⑬】
0.07.04ボールを拾い上げて、積木の上に置こうとして失敗する。 【⑩⑩】
0.07.09積木を拾い上げて、積み上げる。 【⑩⑬】
0.07.15先ほど落ちたボールを拾い上げ、積木にぶつける。 【⑩⑮】
0.07.19ボールを拾い上げて、積木にぶつける。 【⑩⑮】
0.07.26積木をひとっ拾い上げて、積み重ねる。 【⑩⑬】
0.07.31ボールを拾い上げて、積木にぶつける。 【⑩⑮】
0.07.37ボールを拾い上げて、積木にぶつける。 【⑩⑮】
0.07.43ボールを拾い上げて、積木にぶつけようとするが、はずれる。 【⑩⑬】
0.07.48ボールを拾い上げて、積木にぶつける。 【⑩⑮】
0.07.53積木を立てる。 【⑩】
0.07.56座り込んで、積木を一つ立て、位置を微調整する。 【④⑩⑩】
0.08.04積木を立てる。 【⑩⑫】
0.08.13積木を拾い上げ、立ち上がって積み重ねる。 【⑩⑤⑱】
0.08.18積木を拾い上げ、積み重ねる。 【⑩⑩】
0.08.24積木を拾い上げ、積み重ねる。 【⑩⑩】
0.08.32積木を拾い上げ、積み重ねる。 【⑱⑩】
0.08.36積木の位置を変える。 【⑫】
0.08.42積木を拾い上げ、積み重ねる。 【⑱⑬】
0.08.50積木を拾い上げ、立てる。 【⑩⑩】
0.08.55立てた積木の上に登る。 【⑧】
0.08.58 「エイッ」と言って飛び降りる。 【⑥】
0.09.03その積木に這い寄っていって抱え込む。 【⑩】
0.09.13その積木を足下に置くと立ち上がる。 【⑩⑬】
0.09.15積み上がったてっぺんの積木を取る。
0.09.17その積木を下に置く。 【⑱】
0.09.20違う積木を拾い上げ、手前に立てた積木に重ねる。 【⑩⑩】
0.09.25二つの積木を抱きかかえて、位置を移す。 【⑩⑩】
0.09.29立ち上がって、他の積木を拾い上げ、積み重ねる。 【⑤⑩⑩】
0.09.40その積木を再び下に置いて立てる。 【⑩】
0.09.43その積木の上に座ろうとするが、バランスを崩して尻もち。 【④】
0.09.44すぐに立ち上がる。 【⑤】
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0.09.52バランスに注意しながら、慎重に積木の上に座る。 【⑧】
0.09.55手を挙げて、成功を母親にアピールする。 【⑪】
0.09.58立てた積木の上から飛び降りる。 【⑥】
0.09.58他の積木に向かって走っていく。
【資料2】遊戯室でのB児の活動記録(時間・活動・上下運動動)
*上下運動の分頬に関しては【資料3】を参照のこと
0.00.50プレイルームに入るが,何もせずに立っている。
0.01.03すべり台横のおもちゃを見つけ、近づいていって座り込む。 【①④】
0.01.07立ち上がって、母親の方に走り寄っていく。 【⑤】
0.01.24ホワイトボードに駆けていき、指をくわえてA児の活動を観察する。 【①】
0.01.43おもちゃ置き場に行く。
0.02.00座り込んでおもちゃをいじる。 【④②】
0.02.17立ち上がっておもちゃを母親に見せに行く。 【⑤①】
0.03.04再びおもちゃ置き場に行って、座り込む。 【④②】
0.03.05おもちゃ遊びを始める。 【②}
0.04.02おもちゃを交換する。 【②⑱⑩】
0.05.00また,おもちゃを換えて、ミニカー遊びを始める。 【②⑫⑩】
0.08.59 「お母さん、これ見て」 、座りながらミニカーを高く掲げる。 【②⑪】
0.09.10母親に見せた後、ミニカーを床に置く。 【②⑫】
0.09.30ミニカー遊びをしながら、だんだんと寝転がってしまう。 【③】
0.09.50ミニカー遊びをしながら、座った状態になる。 【④】
【資料3】 <上下する身体>の分類
<制止状態>
①立ち続ける(A児; 0回, B児: 3回)
②座り続ける(A児; 0回, B児: 7回)
③突っ伏す(A児: 0回, B児: 1回)
<運動を伴う動作>
④座る(A児: 4回, B児: 4回)
⑤立ち上がる(A児: 10回, B児: 2回)
⑥飛び上がる(A児: 2回, B児: 0回)
⑦上下する(A児: 4回, B児: 0回)
⑧登る(A児: 5回, B児; 0回)
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⑨降りる(A児: 3回, B児: 0回)
<物を介する動作>
⑩拾い上げる(A児; 57回, B児: 2回)
⑪高く掲げる(A児: 5回, B児: 1回)
⑫置く(A児: 25回, B児: 3回)
⑬積み上げる(A児: 23回, B児: 0回)
⑭叩き付ける(A児: 6回, B児: 0回)
⑮投げる(A児: 19回, B児: 0回)
4.考察
上掲資料には、二人の表現活動の差異が如実に反映されている。活動的なA児に
対して、 B児の遊びは静的であり、不活発のようにも見受けられる。しかし、二人
の表現行動における<上下運動>は、共通したある種の指向性を示唆している。以
下において、幼児の内的指向性が現れていると推察できる<上下する運動>を取り
あげ、検討していきたいと思う。
[⑱拾い上げる]
身体運動を活発に展開し、物と人との関わりを積極的に求めていったA児の活動
には、身体を上下させる表現行動が顕著であった。例えば、 「⑩拾い上げる」行動
が突出していたことを挙ることができる。これは、 A児が「ボールを拾い上げて投
げる」 「積木を拾い上げて積み上げる」遊びを繰り返したことに起因している。環
境設定の問題を等閑視できないが、幼児が物を介して表現行動をしようとするとき、
必ず①それを手に取り(拾い) ②自らの感覚器官(大抵の場合は目で)で確認し、
③保有・所有するために抱え込む、あるいは握りしめる、といった一連の動作を伴
うことを示唆している。 「拾い上げる」ために「④座る」行為が先行しているのも
このためであろう。
この行動は、興味関心のある対象に接近し、関係性を結ぼうとする目的意識を有し
ている。それは、好奇心・積極性という内的要因によって導出された表現行動と解
することができよう。あるいは、 「拾い上げる」行動は、重力によって地面に引き
つけられていた静的な・よるべなき物体、何らかの力が加えられて運動をしている
物体に対して、 <いま・ここで・生きている>その幼児が対象との間に何らかの<
関係性>を結ぼうとする行為なのであろう。それは、自らの<生(Leben)>を対象へ
と投げ出して,新しい意味を付与するとともに、その対象からもインスピレーショ
ンを得て,新しい行動を生成していく契機となる。そうした弁証法的関係は、フレ
ーベルが<生の合一(Lebenseinigung)>と呼んでいるものであり、幼児の表現活動
の根源的意味を提起しているものと言えよう。
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[⑱積み上げる]
「積み上げる」つまり上方に物を重ねていく表現行動もA児の活動を特徴づける
ものである。 「滑り台に積木やボールを積み上げて、最後に上からすべり降りる」
「積木を2段・3段と積み上げてボールをぶつけて崩す」等、特に後者は8回も繰り返
された。 「積み上げる」後に、 A児は必ずそれを破壊した。最初は単なる思いつき
であったのかもしれない。しかし、 <積み上げ><壊す>活動を繰り返していたA
児は、その活動にある種のおもしろさを見出していたのではないだろうか。この遊
びの脈略において、体をかがめて積木をつかみ上げ、腕と体を上方に伸ばして一段
一段「積み上げていく」上下運動は、明確な目的性を持った作業であったのである。
我々が上下するA児の身体にある種の活力を感じるのは、そこに遊びに熱中してい
る彼の思いが,直接表現されているからであろう。
[⑪高く掲げる]
類似した行動に「⑪高く掲げる」というものがある。これはA児・B児双方に見
られた動作の中でも、内的指向性が共通している点で興味深い。 「母親に向かって
ボールを投げるとき、両手に持ったボールを精一杯持ち上げて(高く掲げて)反動
をつけようとする。」 (A児) 「"お母さん、これ見て"と言ってミニカーを高く
掲げる」 (B児)どちらの場合も、母親に対して自分が所有しているものをアピー
ルする、つまりその物(あるいは力)を誇示する一方で、相手の関心を引こうとす
る意図が表出されている。また、 A児の「手を挙げて、成功を母親にアピールす
る」表現行動に顕著なように、 「高く掲げる」表現行動には、他者とのコミュニケ
ーションを志向する幼児の強い意志が働いている。
[⑦上下する]
A児の行動に見られた「⑦上下する」運動とは、スキップのことである。 「遊戯
室に入るやいなやスキップをして積木の方に行く」 「スキップしながらボールをす
べり台まで持っていく」 (2回) 「ボールを持ってはねながら母親の方に行く」スキ
ップするとき、身体は軽かに・リズミカルに上下運動を繰り返す。自分の好きな場
所・人のところに行こうとする時の、もしくはお気に入りの遊びに移行しようとす
る際の、高揚感・躍動感が上下運動となって表れている。カイヨワが指摘している
<眩章(Ilinx) >の興奮に<上下する身体>は支配されている。
[⑥飛び降りる]
A児の高揚感は「飛び降りる」ことで最高潮に達する。そうした場面として次の
二つを上げることができる。どちらも繰り返し、あるいは集中的な作業によって集
積されたエネルギーが一挙に解放される契機となっていることが窺える。
積木を拾い上げては積み重ね、いくつもの塔を作り上げていったA児は(0.08.1
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3-0.08.50) 、苦労した作成した積木の塔によじ登り、 「『エイッ』と言って飛び降
りる」 (0.08.58)その直後、彼は積木に這い寄っていき、それを抱きしめて一息
つくのである。さらには、積木を一つ縦に置き(複数の積木を寄り重ねた前回に比
べ、不安定である) 、その上によじ登ってまたがろうとするが、バランスを崩して
転落してしてしまう(0.09.43) 。 A児はすぐに立ち上がると、再びそれに挑戦する
(0.09.44)今度はかなり慎重である。成功だ(0.09.52) 。手を挙げて、母親に
アピールする(0.09.55) 。母親の笑顔に応えるかのように、 A児はそこから飛び降
りると(0.09.58) 、積木に向かって走っていく。
「飛び降りる」行為は、幼児にとって勇気が必要な、いわば大胆な行為である。
上から下へ、重力によって急激に引きつけられる身体運動であり、 <眩章>と<興
奮>を喚起する。しかし「飛び降りる」という、一時的に自分のコントロールを失
う麻痺と混乱の感覚は、現在の<生>に対する超越体験であり、新しい<生>を喚
起する契機となりうるのである。
[①立ち続ける・②座り続ける・③突っ伏す]
これらはB児の行動を特徴づけるものである。 「立ったままA児の活動をじっと
見つめる(20秒) 」 「おもちゃ置き場の前に座り込んでミニカーで遊ぶ(6分6
秒) 」 「ミニカーと同じ位置まで目線を下げていった結果、突っ伏してしまった
(20秒) 」それぞれ、身体の「高低」といった次元で静止した状態である。 ①は明
らかに遊びのきっかけをつかむことができず、静的に探索している状態である。 B
児は、周囲の状況に対して距離化をはかっているものと推察できる。一方②・③は、
自らの興味の対象に投入し、遊具に固執しながら遊びに集中している。モンテッソ
ーリが指摘した、いわゆる「集中現象(concentration)」と見なすことができよう。
B児の身体は静的であるが、その内部では活発な精神活動が展開されていたに違い
ない。
[⑤立ち上がる]
A児・B児共に観察された行動である。 「座る」もしくは「突っ伏した」状態か
ら次の行動に移行しようとするとき、あるいは興味の対象を探索・発見しようとす
るとき、彼らは毅然として「立ち上がる」のである。 「立ち上がる」運動は、幼児
の行動に新たな可能性を努く重要な契機となっている。それは,静的状態から動的
状態へと新しい行動を喚起していく瞬間なのである。
5.おわりに
以上の検討からも明らかなように、幼児の「上下する身体」は、見る者に<活動
性><躍動感><高揚感>を与える。こうした印象がその身体から生起する要因と
して、 <上下運動>が幼児の内面を直接に反映した表現行動であることを指摘でき
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よう。つまり、 「上下する身体」は、幼児の活動性・自己充実を表出するひとつの
指標と言うことができるのである。
さらに人間学的な考察を加えてみよう。 <上下運動>は、人間の実存が聖なる空
間としての<天>と<地>の間を浮遊する神秘的な体験を表象している。すなわち、
天空・神聖なるものへの飛翔を志向し、現実を超越しようとする<上昇体験>、そ
れとは正反対に重力が事物を引きつけることにで必然的・宿命的に生じる<下降体
験>の間に、人間の<生(Leben)>は投げ出されている。あるいは,そうした体験は、
日常的な視座を揺るがすひとつの緊張状態を生み出すのかもしれない。
いずれにしても,幼児の内面性は、 <身体>という意味世界に開かれたトポスに
宿り映し出されていることは、本研究においても明らかにされているところである。
(佐藤哲也)
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Ⅵ.総括
本研究は,幼児の自発的な遊びの中で、表現行動における身体性がどのような意
味をもっているのか、身体の方向性について、母親との関係を基点とした考察、ま
た幼児同士の向き合う身体の空間の共有から、さらに幼児自身の上下する身体の観
点から、身体の動きにおける内的な意志の働きがあることを明らかにしようとする
ものである。
まず、身体の方向性が幼児の内面の表現とどのように関連しているのかについて
検討をすすめる為の基礎的段階として、遊びの中で、幼児が遊具を介して母親との
かかわりを求める場面について考察した。その結果、物を見せる・わたす行為にお
いて、顔も体も母親の方に向けてなされる場合が高い割合で生起し、幼児によって
は、体は完全に母親の正面に向けられていなくても顔は向けられていることが多か
った。また、母親に対して接近して物を見せる・わたす行為において、全身体が母
親に向けられることが顕著であった。一方、同じような場面において顔や体が母親
に向けられていない場合でも、その行為の前後には全身体が母親に向けられている
場合が多かった。逆に、既に母親の近くで遊んでいる場合は、体は物に向かい、顔
だけ母親に向けて、物を見せたりわたしたりしていた。また、物をわたす行為と受
け取りに時間がかかる場合でも母親がその物を受け取る時点では、幼児は全身体を
母親に向けていた。遊びの中での、幼児の母親に対する身体の方向性は、幼児がど
の程度強く母親とのかかわりを求めているか、さらにはその時点での母親との遊び
の空間の共有がどの程度なされているか、といったことが大きく反映されていると
思われた。このことから、遊びの中での幼児の母親に対する身体の方向性は、母親
とのかかわりを求める気持ちの反映としてみることができた。
次に、幼児同士の遊びの場面での身体について考察した。すなわち、身体が正対
する時、幼児同士の身体による空間構成及び身体の動き方に着目して、そこでの意
志のあらわれについて検討した。分析の結果、身体が向き合っている場面は、積み
木、ミニカー、ミニチュアの動物、ブロック等の遊具を介している場面が全体の87
%を占め、物を介して、 「とる、見せる、並べる」等の行為による向き合う場面が
約12%であった。このように、物を介在することによって生じる空間形成が多く見
られた。また、空間形成の方法としては、その行為を行う結果生じる向き合うもの
と、明らかに自分の意志で移動して正対する空間を形成する方法がみられた。これ
は、観察開始7ヶ月経過後に見られた。さらに、空間形成-伴う意志の働きについ
て、空間形成の特色を整理した結果、接近、会話等の行為、維持を見出せた。これ
らは、身体の正対によって、より親密性が高まるようなものであったが、反対に喧
嘩や拒否の場面のように、空間の緊張と遮断も見出せた。その際の、身体の動きの
特色は、全身で覆う、全身で止める、身体で直接かかわる等が見られた。このよう
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に、幼児は身体を駆使して相手と全身で向かい、そこに内面的な意志が働いている
ことを見ることが出来た。
このように母親と向かい合うことや、幼児同士が向かい合うことのように、主と
して、幼児の身体の横軸を基点にその移動性、方向性、距離、関係性に着目してき
たが、次は、幼児の身体の縦軸から、その身体性にあらわれる内的志向性について
検証した。ここでは、幼児の表現性、活動性の指標として身体の上下運動が示唆す
るものについて考察した。その結果、幼児の遊びの中での身体の上下運動は、立ち
続ける、座り続けるといった制止状態、立ち上がる、飛び上がる、上下する等の運
動を伴う動作、拾い上げる、高く掲げる、投げる等の物を介する動作に分けること
が出来た。この動きは対象児によって差異が見られた。物と人とのかかわりを積極
的に求めていた幼児は、身体を上下させる行動が顕著であった。この行動は、興味
ある対象に接近し、関係性を結ぼうとする目的意識を有している。また、積み木を
積み上げる行為は、体をかがめて積み木をつかみ上げ、腕と体を上方に伸ばして一
段ずつ積み上げていく上下運動を伴う。このように、上下する身体は、見る者に活
動性、躍動感、高揚感を与え、こうした印象が生起する要因として、 「上下する身
体」が幼児の内面を直接の反映した表現行動であることが挙げられよう。上下する
身体は、幼児の活動性・自己充実を表出するひとつの指標なのである。この運動は、
天空・神聖なるものへの飛翔を志向して現実を超越しようとする上昇体験と、重力
が事物を引きつけることによって宿命的に生じる下降体験の間の緊張関係とも言え
る。
以上のような結果から、幼児の表現行動における身体性について、身体の方向性、
相対による空間の共有、上下する身体について、それぞれ内的な意志が関連してい
ることが推察された。このことは、幼児の身体は、単なる運動としての機能的身体
であったり、成長・発育の生態的身体だけであるのではなく、内的なものをあわせ
もち、その現れを示すものとして身体があることを示唆していると言えよう。
ここで、これらの知見を幼児教育への還元として若干の考察をしたい。現代の幼
児教育の問題として、幼児期からの心の教育が言われている。しかし、その教育対
象である「心」とは一体何であるのか。また、保育者は何を、どこを見て教育をす
ればよいのであろうか。心と身体が分かれていない限り、やはり保育者は幼児の行
動、表情、またその時の雰囲気、状況等を判断にしてその幼児の内面を推し量るの
であろう。すなわち、幼児の身体を重要な手がかりとして判断しているのである。
さらに、今回の研究からは、他者との関係性を身体の方向性や二人が共有する空間
という観点から見ることによって、意志の働きを考察してきた。つまり心、内面、
意志といったものは、他者の存在によって、より明確なものになるのではないかと
考えられる。それは,方向性の見地からは,横軸のものであるが,幼児自身の縦軸
の方向性からも,その内的なものが身体に反映していることもわかった。今後、実
践のおいても、身体の方向性が幼児の内的な意志を表しているという見地から、幼
児の身体行為を見ることも必要であろう。それは、何気ない幼児の行動への意味付
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けをおこなっていく保育者側の精神作業でもある。本研究成果がその一端にでもな
れば幸いである。
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資料
向かい合う身体による空間の共有(資料)
<凡例>
☆印---二人で空間を形成する場面
★印---身体が正対して、向かい合う場面
アンダーライン---向かい合う身体の動き
波線---空間を形成する際の全身の動きや動き以外の会話等
二重下線---その他の動き
Ⅰ. 1996年(H8) 11月21日
A:H5. 4. 7生(3歳7ヶ月), B:H5. 5.24(3歳8ヶ月)
〈場面〉すべり台
14:04 ☆A男がすべり台へ大型積み木を2つのせている。そこへB男がやって来て、 A男
の後方にくっつく。 2人、すべり降りる。その際、 A男はB男の方を見ながら下
壁互。A男の身体は腹這いでそのまま後方に下がっていくが、顔は進行方向を向
く。 B男は、そのA男の方を見ているが、 A男が下まで行ったところですべり台
の上方へ行く。その後、 B男がすべり降り、 A男がB男の上方へ来て積み木の方
へ行く。
☆A男は、積み木に触れながら少しすべり降りる。そこへB男がもうひとつ①の積
み木を持って来る。 A男は、一瞬振り向く(顔だけ) 。 B男は、そこへ積み木①
を持って来る。
☆A男は、すべり台上で身体を反対方向に向き直し、 B男の持って来た積み木①を
受け取ろうとする。 B男もA男に素早く手渡し、次の積み木②を取りに行く。 A
男は、 2つの積み木に並べて3つ目を置く。
(1) ★B男は、次の積み木②をすべり台横からA男に渡す。その時、 A男、 B男は向か
い合う。 A男は、その積み木をつなげて4つ目を置く。
☆次に、 B男は、積み木を取りに行こうとするが、振り向いて積み木の並べ方を、
A男に何か言いながら手を添えて直す(積み木①を立てる) 。身体は斜めだが、
顔は向かい合う。
(2) ★次にB男は、積み木③を取りに行く。 A男は、その積み木が来る前にB男の方を
見ており、その③の積み木をはさんで向かい合う。
(A男の身体は斜めだが、顔はB男を見ている。
B男は、顔も身体もA男に反対)
☆しかし、そこでは手渡さずに、B男は積み木を投げ、床に落とす。A男がすべり
台から降りて手で取ろうとするが、その前にB男が③の積み木を手で取る0すべ
り台にのせようとする0A男も手を添え、2人で③の積み木に触れてのせようと
する。結局、A男が積み木を持って続けて積み木③5つ目をのせる。槙にする。
(3) ★B男は、2つの積み木④⑤を抱えている○そこへA男が行って2人は2つの積み
木を間に向かい合う。そして、B男の持っている積み木を取る0B男は、続けて
もうひとつ⑥の積み木を取りに行く。A男は、積み木④をすべり台にのせる。
(4) ★すべり台に、B男も積み木⑥を持って来る。すべり台の間の積み木をはさんでA
男、B男は正対し、 「これは、これで一一」と言う0長い積み木を立てて、2人
で向かい合って並び直す。A男は、並び鵬を変えて、並び変える0A男 「これは
こ一一」と言っている0
14:
(5)
★一応並べた後、B男は、積み木にまたがり、すべり台の下から上がる。それを見
て、A男は、すべり台の昇り階段の方へ走り回り、反対から積み木を押し出す。
従って、A男、B男とも4、5個の積み木を間に向かい合う0 「アlア」と大き
な声を出す。
(6) ★A男が、積み木を押してすべり降り、B男は、その積み木に押されて後方 (背中
方向、お尻から)すべり降りる (押し出される)。全て積み木が下に押し出され
る。
(7) ★B男は、別の積み木を取ってすべり台の上方にのせる。A男は、すべり台の下か
ら積み木を持って押し上げる。
14:08
(8)
★A男は、積み木を下から積み上げ、B男は、すべり台の上方にいる。A男は、積
み木を持って来てどんどん並べる。
(9) ★殆どすべり台に並んだ後、B男が満を期したように積み木を押し出しながら、圭
ベり台をすべり降りる。その時、A男は、あわててすべり台下へまわり、A男と積
み木をはさんで対面するようになる0しかし、すべり台上の押し出された積み木に
よって、A男は、床を転げる。それを見てB男は、笑う0やや興奮状態○
(10) ★A男は、黙々と積み木を並べる。 B男も同じようにする。今度は、 A男が重さ旦
台の上へ行き、積み木を押し出す。 B男は、あわてて下へ行き押し出される積み←おもしろい
木を見て笑う。 (向かい合う) )
【考察1】
ここでは税み木、並べられた積み木を間にして、 2人の空間が確定されている。
殆ど会話はないが、共同作業のように見える。 2人の間には、対面した空間がすべ
り台上の積み木の並べ方によって構成されているo
(11)ア★A男が、上から降り、 B男も下から続いて、 2人でからみながらすべり降りる。
(12) ★A男が、下から積み木を2つ並べたところに、 B男が上から笑いながらすべり降
りて来る。積み木を押し出す。
☆同じく、 A男が積み木を2つ程すべり台上に並べ、 B男は、それを見て上からす
べり降りて来る。
14:10 ★B男が大きいポールを持って来ようとするが、うまくいかず小さいボールを持っ
(13)て来る。 B男からすべり落ちたボールをA男がすべり台下で拾い、 B男のいるす
べり台上方へ向かって「ボン!」と言って、投げる。 B男は、上でそのポールを
取ろうとするが、うまく手が届かない。
(14) ★B男は、腹這いで寝て、両手を前にすべり降りて来る。 A男は、そのB男に向か
ってボールを投げる。その後、 B男のすべり降りて来た身体の足先を触る。
14:10 ☆A男は、積み木を1つすべり台にのせる。 B男は、下から昇り、その積み木に触
イろうとするが、それを見たA男は、積み木を身体でかぶせて守ろうとする。
(15) ★B男がすべり台上へ移動したのを見て、もうひとつ急いで積み木を持って来て並
べる。そして、 A男は、下から腹這いになってすべり台上へ寝る。それを見て、
B男が上からすべり降りる。結果、積み木2つをはさんでA男とB男は向かい合
う。
14:11 ★ついで、2つの積み木を、上から来たB男が足でけちらし、A男の顔の前まで行
ウ く。A男の身体も押し出す。 ←A男の身体も積
み木と同じ。間に
媒介の積み木がな
くなり、A男、B
男の間は身体的に
直接的になる。
(16) ★A男が積み木をどんどん運んで並べる。B男が上方から 「ヤツテ、チヨキ、チヨ
キ」と言い、A男は、 「待って、待って」と言いながら積み木を並べていく。B
エ
男は、大体並んだところで積み木を押し出していく。その積み木の動きの上に、
A男が身体をのせていく。A男、B男は向かい合い、ついには、間の積み木もな ←動く積み木の上
くなり、身体的に向かい合う。 に自分の身体をの
せる。身体も同じ
ように動く。
(17) ★次に、A男は、積み木をのせ、B男は、 「おもい、おもい」と言いながらクマを
←同上
持って来ようとする。しかし、6割方積み木が並ぶと、B男はクマを手放し、す
ペり台の上方へ行く。A男は、積んでいく。しかし、B男が、すべり始めると、
A男は、 「ダメ、ダメ」と言う。B男は、どんどんすべり降り、積み木を押し出
オ す。A男は、その動く積み木の上に自分の身体をのせて動く。A男、B男は壁
い合う。2人共、積み木と一緒にすべり台の外へ転げる。
カ
☆B男がすべり台から降りる時は、A男が下から積み木を持ってB男の身体の上に
のせる。
(18) ★ 「もう1回」と言って、B男は、すべり台上の積み木を右手ではねのけ、下から ←積み木を媒介と
キ のぼって行く。A男は、すべり台上からすべり降りて、2人は向かい合う。 しないで向かい合
う。身体接触。
(19) ★B男は、A男と向かい合い、もみ合うが、身体の180度向きを変えて、下方へ身
ク 体を寝かせてすべり降りて行く。A男も続けて、B男と同形の身体ですべり降り →すべり方が同じ
て行く。 ようになっている
身体の模倣?
‖
一緒に遊ぶ
Ⅲ. 1997年(H9) 4月17日
11:00 お互い母親に絵本を読んでもらっている。
B男 「本、読まない」と言って棚へ行く。A男は、母親と絵本を見ている。
11:01 B男は、積み木を並べる。高く積む。A男は、しばらく見ているが、絵本を置いて
B男の方へ走り寄る。
(1) ★B男は、もっと高く積もうとしており、A男がそれを支えようとする。2人は、
自分たちより身長の高い積み木を間に正対 (向かい合う)。
(2) ★積み木が倒れる。A男 「ウォ 」ーと言う。B男は、倒れた積み木をひとつ持って
? すべり台へ行く。すべり台上方へ積み木を置こうとするが、A男の 「こうしよか
」という声で、B男は、積み木をすべり台下へ持って来る。
(3) ★次々積み木をすべり台上に並べていく。A男 「ハイ」と言って積み木を置く。B ←共同作業
男は、それをとって並べる。A男が積み木の上に置いたものをすべり台上に並べ A男、B男の役割
ていく。A男は、同じ所に積み木をのせていく。倒れるが、それをB男が拾って 分担
並べていく。A男も並べていく。その積み木がすべり台から落ちるが、B男が拾
う。置く。
11:03 ☆B男がポールをのせていく。A男は、クマにのつているが、ポー ルを積み木にの
せ互。B男ももうひとつのポールを見つけ並べる。
11:03 ★B男は、大きなポールを取りに行く。A男は、すべり台上にいる。B男 「まだだ
(4) よ」と言って大ポ ルーをのせる。B男 「まーだだよ」と言う。B男 「まだ」と言
いながらすべり台上の方へポールを持って行く。B男 「まーだだよ」と言って棚
のボー ルを取る。A男 「もういいよ」と言ってすべり台上ではねる。
11:04 ★B男 「もういいよ」と言って、A男は、上からすべり降りる。B男は、すべり台
←次への期待?(5) 下で積み木が押し出されないように押さえている。 (A男、B男向かい合う)
ア
(6) ★積み木が全て押し出されあふれると、A男、B男、向かい合いながら身体をはね
イ させる (少しジャンプ?)。B男 「フン、ハン」と喜んでいる様子。A男も少し
そうする。
☆A男 「車や」と言って棚の前へ行く。B男は、A男の方へ行き、B男 「だーめだ
よ」と言う。
(7) ★車を間に床にしゃがみ、しゃべる。A男 「こん中でどれがいい?」とA男、B男
向かい合って話す。B男 「これでしょ。これ」と車を指しながら言う。A男 「こ
れと、これ」を触りながら言う。
11:05 ★車をはさんでやや対面。A男、B男 「これと、これ」と言いながら、自分で車を
(8) 取って向かい合っていく。A男、B男 「こIれはだめだよ」とお互いに言いなが
ら向かい合う。
11:05 ☆B男は、家を持って来る。中のものを外に出し、棚へ行く。 (それぞれ)
身体間は車の話が
進むにつれ正対し
ていく。
(9) ★A男は、すべり台上に積み木をのせていく。次に、B男の方へ近づく。2つの積
み木をはさんで、A男は、片足を片方の積み木にのせ、B男と向かい合う。B男
は、積み木の前に座って手をのせている0A男は、片足で積み木を転がす。B男
は、手でそれを押さえる0B男 「こわしたらだめ」。A男は、近くのぬいぐるみ
を持って 「こっちーん (どっちーん?)、こっちーん」と言いながら、B男に向
かつて行く。B男の頑に向かって (A男、B男向かい合う)叩くようにする。B
男は、逃げる0追いかけつこ0B男は、 「ビシャーン」と遠方から声を出して言
う。
(それぞれ)
(10) ★ (お母さんから 「B君、すべり台したら..」と言われ)B男は、大ボールをすべ
り台にのせる。それを見たA男が、すべり台上に走り寄る0B男は、A男を見て
「降りて」と言う0A男 「おれがつくったんやで」と言う (A男、B男顔は対面
)0B男は、すべり台上の軽み木、ポールを手で払いのける0途中A男が 「おれ
がつくったんだから」と言う0そして、下方からすべり台をのぼり始める0 (A
男、B男向かい合う)突然A男がすべり降りる0B男もあわてて後方にお尻から
すべり降りる0
(11)
ウ
★B男は、すべり台上へ行き、 A男は、積み木を持ってすべり台下に行き、その上
に座る。 A男、 B男向かい合う。 (母の注意あり) A男は、もうひとつ積み木を
前面に置く。 A男「まだ、だめよ」と言いながら、積み木を並べる。 A男「まだ
だめ」と言いながら並べ、 B男は、 「ハーイ」と言う。 A男は、積み木の端に身
体を傾けてのせる。 A男は、ポール、積み木を並べていく。 A男「まだ」 、 B男
「もういい?」 、 A男「まだ」と言ってボールを置く。 「まだ」 「まだ」と言い
ながら、 A男は、ボールを置いていく。
←所有?
(12)★A男「まだ」と言って、何かを取りに行く。 B男「ハーイ」と言う。 A男「まだ
」と言って積み木を並べる。 B男「ハーイ」と言う。 A男はB男の顔を見て一瞬
(正対) 「まだ」と言う。 B男は、 「ハーイ」と言う。これを練り返す。 A男
「おれがすべる」と言いながら、 B男のいる所に近づく。 「なんで、おれがすべ
る」と2人で言い合う(向かい合い) 。
【考察2】
身体が向かい合うことは、仲良いことばかりではない。険悪なにらみ合い、交渉
けんかも含まれる。しかし、それらも「かかわる」という点からみると、「一緒に
遊ぶ」範餌に含まれるだろう。
また、 2人の話が煮詰まると、段々身体が向かい合って、その空間が濃密なもの
になっていく。 (★印2-(8) )の経過も面白い。
Ⅲ. 1997年(H9) 5月26日
13:31★A男が積み木を重ね、上2つをすべり台上にのせる0ひとつが外へ落ち、B男が
(1) 拾う0A男、B男がすべり台と積み木をはさんで向かい合う0A男は、頼み木を
並べる0B男は、すべり台上へ行くOB男 「もういい?」、A男 「まだ」と言つ
て積み木を並べるO 「もういい?」 「まだ」 「だめ」の応答を12回繰り返し、B ←言葉と動きの応
男 「もういい?」、A男 「もういいよ」と答える0B男は、租み木を押し出して 答がみられる
いく0後方からA男がすべり降りる0.
14:10 ★B男は、鉄琴を叩いていたが、A男が自分の前触っていた積み木の上のミニチエ
(2) アを触っている所へ来る0A男、B男は、積み木 (ミニチュア)をはさんで対面
ア 圭旦0B男 「さわつたらだめ」と言う0B男 「だめ」と言って腹這いになってミ ←所有?
ニチェアの全身で動物を隠す0A男は、積み木をB男の背中にのせる0B男は、
背中を揺らして積み木を払うOA男は、次に、右足でB男の背中を叩く0A男、
棚の方へ行く0B男、起き上がる0A男は、動物を持って元の所へ来る0B男は
(3) ★そのA男の動物を上から立って見る (A男、B男向かい合う)0B男は、A男の ←取る時は正対す
イ 前から転がった動物を取って背中を向ける0 るが、取つ後は背
中を向ける0使い
〈一緒に遊ぶ〉空間は、言語によっても強められる? 分ける?
【考察】
身体の働きとしては、おおいかぶさることで自分の所有を示す、守るといった働
書が見られる0また、相手のものを取る時は、向かい合い、正対するが、耽った直
後は、背面を向けて取ったものを守る行動をする身体と所有物との関わりが面白い
。
Ⅳ. 1997年(H9) 6月26日
13:38 ★A男がB男に近づき、A男がブロックの箱の中からブロックを取り上げ、B男が
←けんかで向かい
合う
(1) それを持ち、2人で取り合いになる (ブロックをはさんで顔は向き合う)0
ア A男、B男取り合いになる0B男は、A男の身体におおいかぶさるようにして、
A男の持っているブロックを取ろうとする0A男IB男、向かい合って、手をつ
かみ取り合う0A男は、思い切りB男の顔を殴る0結局、B男に取られる0A男
が泣く0B男が離れる0
14:00 ★B男のコップに、A男がお茶を入れる (2つのコップ)。 (A男-B男向かい合
(2) ヱ)A男、B男、それぞれお茶を飲む0
14:07 ★A男は、すべり台下のミニカーを触っている0B男が近づく0A男、B男2人で
(3) ミニカーをすべらせる0すべり台上にミニカーを置いて、ミニカーをはさんで向
かい合う0A男 「これあくで、はら、あいとうで」と、B男にミニカーを見せ、
B男も身体は斜めにして、顔は、B男の方へ向ける0B男 「これ、あかない」と
言ってA男の方を見るOB男 「あくで」0A男、B男は、車をはさんで向かい合
う0A男、B男共、いろいろな車に触れる0B男 「ちゆうちや (駐車)で すー」
(4) ★B男 「ここについてる」 (A男、B男向かい合う)0B男 「こうして、こうして
..」、車を間にして話す0A男、B男車を走らせる0すべり台上をすべらせる (
(5) ★A男IB男斜め向かい合う)0B男 「あ、あくで」と言う0B男 「早くやろう0
早くこれやろ」とA男に言う0A男もチラツとB男を見る0それぞれに車を持つ
(6) ★ている0A男、B男並んでいる0身体は横で、顔は、B男がA男の方を見る0B
男が足を出す0A男がチラツとそれを見る (向かい合う)0B男 「チッチッチチ
チ」 「ポクポクポク..」 「プー プ 」ー0B男がA男に 「ちょっとかして」と言い
14:12 A男、B男並んですべり台の方へ0
B男すべり台上方へ行く0
14:13 ★B男は、A男の方に向かって、すべり台を降りて行く0A男は、B男をチラツと
(7) 見る。車をはさんで、2人で向かい合う0B男 「もうこっちしたで」、A男 「か
して」、B男 「かーして」、A男 「おう」 (2人向かい合う)、B男はすべり台
14:15 ★上にいる0A男に向かい合う0
(8) すべり台で180度反対を向く0
【考察】
けんかの時は、緊張感ある向かい合いである0車 (ミニカー)をはさんでの向か
い合いは、なごやかである0身体が向かい合うといっても、そこに流れる空気が違
つ。
Ⅴ. 1997年9月25日
カウンター
29 ★A男が積み木を高く積む0B男が走って行って別の所に積み木を積む0A男は、
B男の方へ近づき、やや向かい合い、A男 「大きくなったね」とB男へ言う0B
男は、高く積む0A男は、指を指してB男に何か言う0B男の積み木の側のひと
つの積み木を2人で持つ0
(2) ★A男、B男の間に積み木がある02人で一緒に積むOA男、B男の間に高い積み
木 (A男、B男向かい合う)
(A男、B男、それぞれ 「お母さん立てて」と助けを求める)
ア
☆B男は、すべり台に積み木を並べる0A男は、すべり台下から上がる (A男、B
男向かい合う)OB男は、上からすべる0A男は、下で身体を積み木上におおい
かぶさり、止めようとする0B男は、押し出す0A男は、押される (それぞれ積
み木を持っておく-別々)0
(3) ★A男、B男で、B男 「ちっこい」 「ー -」と言うようなことを何か言う合う0そ
の時、A男は、椅子に立ちながらB男の方を見て言う0B男は、 「ちつこい」と
A男に向かって言う0B男は、積み木を持ち上げて 「一一たろか?」とA男に向
32 かつて言う0
(4) ★B男がA男の高い積み木に近づく0 (向かい合う)A男は、 「これ一一ネ」と言
つて自分の積み木に椅子にのつてのせる0
(5) ★B男は、 「ハイ」と言って2つ立てた積み木をA男に持って来るが、倒してしま
う0 (向かい合う)A男 「大丈夫?」と言う。A男 「えいちゃん、ここ」と言つ
て椅子の上に置く0B男から積み木を受け取り、自分の積み木にのせる0 (やや
向かい合う)
☆A男は、すべり台から降りたB男に向かって 「見てくれ一一」と言う0身体は、
向かい合っていないが、顔は正対0
(6) ★A男は、倒した後 「もう1回、つくったろ」と言って、床に置き始める0B男が
A男に近づく0B男は、近くの積み木を持ってA男と向かい合う0A男 「人が入
れるようにな」0A男、B男、2人で積み木を並べ始める0
(7)★⊥仝瓢_BJァA腰木をはさんで向かい合う) A男は、積み木で囲い始めるo B
男は、棚の前のぬいぐるみを3つ抱えてB男「人、持って釆ました-」と言う。
(8) A男の拭った積み木の中へ入る。やっとA男、 B男向かい合うが、 A男「B男君
のいて」と言う。 B男は、後ろ下がりに外に出る。中のぬいぐるみもA男によっ
(9) て外に,+.されるハA男のつくった穂み太のl用みの外にB男はいるが、身体は向か
い合っている。
←A男のつくった
空間へ入るeまた
それをA男も許し
ている。しかし、
外に出される。
←莱 2人の空間は
遮断されている?
←囲みができたら
入れる。
(10)
しかし※B男は、椅子の上の積み木を持って、 B男「これもこれ」と言いながら
A男に渡す。 A男は、身体を向かい合って受け取る。その培み木を問にして、 A
男、 B男正対する。 A男「では、子どもたちを入らせよう」と言って、 B男の持
って来た外のぬいぐるみをっかんで枠内に入れる。
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(11)
★B男は、ボードの後ろの積み木を見つけ、 B男「まだあるよ」と言い、 A男に渡
す(身体は向かい合う) 0 A男は、取り上げる。
(12)
★すべり台で、 B男は、上に大ポールを置く。 A男は、椅子をすべり台下に持って
来て、 A男、 B男身体は向き合う。 A男は、椅子の下やすべり台下方に積み木を
置く。 B男は、上からポールを転がす. B男「もう1回」と言って、ボールを転
がす。 A男は、下の方-積み木を並べていく。 B男は、 A男の並べているすべり
台にポールを投げつけて笑う。
(13)★A男は、すべり台下の床に積み木を問んで置いている。そこへ、 B男が大ボール
を転がし、次に上からすべり降りる。 A男は、転がってきた大ポールを手に取っ
て、 B男の頑の上にのせる(叩く?) (A男-B男の身体は向き合う)
【考察】 (7)-(9)
囲い込む空間という中で、身体がどのように向かっているか、面白いところだと
思われる。
Ⅵ. 1997年(H9) 11月13日
はじめから積み木がすべり台に並べてあった (?)
14:19 ★A男は、ブロックを触っている0そこへB男がポIルを持って近づく0身体は向
(1) かい合い、B男は、上からA男のやっていることを見ている0次にB男は、Lや
がんでA男の様子を見ている0ブロックの箱をはさんで2人は向かい合う0
B男、離れる0
14:21 ★A男は、ブロックを触っている0その後方 (背中側)にB男が来てしゃがむ0だ 少しずつ正対
(2) んだんA男に近づいて来る0写真板を持ってA男の前方に回り込む0写真坂をは 回り込む
さんで身体が向き合う0B男は、もう一枚の写真板を持って、A男の前に回り込
む0斜め左0
A男の後方にいてブロックを触る。
(3) ★B男は、もう一枚の写真板を棚から見つけ、A男の前方へ行き、見せる0A男I
B男、身体は向かい合う0B男は、もう一枚の写真板を取りに行って、左横から
14:23 A男に見せる0
B男、ブロックへ0
14:25 ★B男は、ブロックの箱の中を見て、A男も振り返ってブロックの箱へ行く0箱を
(4) はさんで正対に い?少しずつブロック (の箱)をはさんで向かい合う0A男ー ←身体が完全に向
B男、向かい合い、A男がB男に何か言う0 かい合うようにな
B男は、必要なブロックを耽り、A男に背中を向け自分のブロックを積む0 るにつれ、会話が
聞こえてくる0
14:27 ★B男は、後方のA男のやっていることを見ようと後ろを向く0A男のブロックづ
(5) くりをはさんで、A男-B男、向かい合う0
(6) ★B男は、A男のブロックを触る0A男ーB男、向かい合ってうなずきあう0
(7) ★もうひとつブロックを取る。A男ーB男、向かい合う02人でヒソヒソ話をする
ひとつのブロックをはさんで向かい合う0
(8) ★ブロックの箱をはさんで、A男-B男、2人向かい合う0ヒソヒソ話す0
(9) ★箱をはさんで向かい合う0ヒソヒソ話す0時々うなずきあう0
14:29 ★ B男がブロックづ くりをしている所 に、A男が近づき向かい合 う。ブロックを立
(10) てる。
B男は、 自分のブロックをつ くる。 (それぞれ)
14:30 ★ブロックの箱を 2人で一緒に覗 き込む。箱を介 してA男-B男向かい合う。 2人
(11) で顔を見合わせて ヒソヒソ話す。 2人で うなず く。 (A男-B男、身体は向かい
合 う。)
14:31 ★ブロックを間に向かい合い、 ヒソヒソ話。 「お母さんに聞こえたら…?」 2人で
(12) ブロックの箱の中を手で探 りなが ら向かい合 う。
B男は、 自分のブロックづ くりへ。
14: ★ B男は、自分のつ くったブロックを指 しながら、 A男に向かって ヒソヒソと 「こ
(13) れ見て、かつこええ」と言 う。A男-B男の身体 は向かい合 うOA男は、 B男を
見て、 2、 3度 うなず く。
14:33 ★ブロックの箱をはさんで、 2人向かい合 う→それぞれへ
(14)
14:35 ★ B男は、自分のつ くったブロックを少 し動か して、 A男の前に置 く。 A男に何か
(15) 言 う0 A男ーB男の身体は向かい合 う。
(16) ★A男は、緑のブロック板を自分のところへ持って来ようとする0 B男 もそれを触
る0A男 IB男の身体は、緑の板をはさんで向かい合 う。
(17) ★ ヒソヒソと話をする。再び、緑の板の上を触 る。 2人で触る。A男-B男向かい
14::
合 う。
★ B男は、外回りに自分で車を動か し、A男の正面に戻 って来 る。 A男 -B男、身
(18) 体は向かい合う。 ヒソヒソと話をする。
(19) ★同じく、車 (?)を外回 りして動か し、A男の正面に戻る0A男lB男、身体は
向かい合 う。ブロックの箱をはさんで向かい合 う。 ヒソヒソ話す。
(20) ★緑の板の上に、 2人でブロックをくっつけてい く。A男-B男の身体は向かい合
う。
B男は、反対側へブロックを動か して行 く。
14:38 ★B男は、ブロックを動かして、A男の正面に戻って来る。A男-B男、身体は向
(21) き合う。A男にヒソヒソと話しかける。A男もB男に話しかける。
(22) ★B男は、ブロックを持って 「こんにちは」と言う。A男-B男、向かい合う。
(23) ★普通の声で何か言う。A男-B男、向かい合う。B男は、寝そべってA男と向か
い合う。
◎終了後、すべり台でB男の足の間 (下)A男が通る。 ←2人の身体のか
かわり?
◎向かい合う身体とうなずく行為、ヒソヒソ話が2人の空間を必然的なものとして
いる。
(4)◎身体が向かい合うにつれ、会話が聞こえてくる。
Ⅶ. 1997年(H9) 12月11日
13:38 ★B男が部屋の中央の積み木に触る。B男は、積み木を並べ始める。桶のように立
←棚の前に並ぶ
(1) てる。その上に少しずつのせていく。A男がB男の側を通りかけて、A男 「車で
遊ぼ」と言う。その言葉で、B男もA男と一緒に棚の前に座る。
A男 「遊ぼうか」。それぞれ車を出していく。車をはさんで、B男がA男の方に
少しずつ向いていき、身体は向かい合う。身体は並列だが、顔は向かい合う。B
男 「あと、動物…」と言って、A男は、 「うん」とうなずいて、隣の棚に移動す
る。
(2) ★B男 「あったかな?」、A男 「うん、モンキーも入れるで。モンキー」と言って
振り向く。身体は少し離れねじっているが、顔は正対している。B男は、A男に
向かって何か話しかけながら、棚の前に移動する。A男-B男の身体は向かい合
土。
(3) ★B男は、棚から「家」を取り出し、床に置く。A男もそれを見ようと近づき、A
男-B男、2人の身体は向かい合う。話はしながら (それぞれ)
(4) ★はじめにつくった桶のような積み木の下に、A男-B男が相互に近づく。それぞ
(5) ★れ車、動物を持って向かい合う。積み木の間のスぺースにお互いの顔を合わせて
向かい合う。
積み木の下に車を並べているのでは?
(6) ★次に、B男が隣の積み木の前に座り、A男がそれに合わせて向かい合う0
A男が棚の前に行き、B男も近づく。動物の話をする。
13:41
★B男が棚にいる所に、A男が近づく0A男 「あかんで、これ、ここに入れて…」13:42
(7) と言いながらB男へ近づき、動物をはさんで向かい合う。 (その後、それぞれ会
話はしている)
(8) ★B男が何か触っているところ (車?)に、A男が車を動かしながら近づき、B男
【考察】
←きちんと要望を
に対して 「それは要る」と言いながら、身体が向かい合う。しばらく向かい合つ 伝えたい時身体が
ている。 向かい合うのか?
A男、棚へ行く。 ↑(9) ★ は、棚の前で 「あっちへ行ったらあかんで」と言う。B男は、A男の顔を見
つめる (離れているが、身体は向かい合う)0
(10) ★A男は、動物を持ち、B男は 「ガオー」と言い合い、A男-B男の身体は向かい
合う0A男が 「ワニ」 「ガオーガオー」と言いながら、B男に近づいて行く0旦
(10 男-B男、向かい合う02人で動物をはさんで向かい合っていたが、B男がA男
の動物と戦わせて、B男がA男から離れる0
13:44 ☆B男は、A男のいる棚に近づく02人で立って棚の中を見る0A男がB男の2つ ←あまりきつく要
持っている動物を見て、A男 「あかん、2つあかんで」と言いながら近づく0A 求しない時は、月
男の身体の位置は、B男の斜め右側0B男は、そう言われて、それを持ってA男 体も向かい合わな
から離れる0A男は、離れて行くB男に対して 「Bちゃん、あかんで、Bちゃん い?
あかん」と言葉だけを言う0
13:45 ★A男は、積み木の下の車を触っている0B男は、棚の前の車をすべらせる0A男
(12) は、B男の持っている車に関心を持ち (?)、A男-B男、身体を向かい合わせ
王それを触る0A男は、B男の持っている車を自分で取り上げ走らせる○
13:45 ★B男は、積み木の下に車を置き、A男は、何か動かしながら近づく0A男IB男
(13) の身体は向かい合う0
13:46 ★A男、B男、それぞれの所にいるが、A男は、 「これ全部いくわ」と言いながら
(14) 積み木の下の車の所に走り、B男は、近くでボールを触っていたが、A男の方を
向くOA男一B男の身体は向かい合う0積み木と車をはさんで向かい合う0B男
は、積み木のアーチの下をくぐつて、その状態のままA男の方へ顔を出している
(15) ★0車をはさんで向かい合う0
B男、離れる0
13:47 ★アーチの積み木の横の積み木で、A男 「遵うわ、ここに置いとんねん」という言
(16) 葉で、B男は、そのひとつの積み木とその上の車をはさんで向かい合う0
B男、離れる0A男も…
(17) ★2人で積み木を積んで広げようとしているが、B男がアーチの積み木を壊してし
まう0そこで、A男がB男に向かい合って積み木を手に取る0積み木をはさんで
(18) ★一瞬、A男、B男が向かい合う0
13:48 ★A男、B男、2人で積み木を積む0その途中、A男-B男の身体は向かい合う0
(19) A男-B男、2人で積み木をはさんで向かい合う0 (積み木を積む)
(20) ★積み木の下の車をはさんで2人が向かい合う0
(21) ★2人でゆらぎそうな積み木を両方から支える0身体は向かい合う0
13:48 ★積み直していく0A男-B男、向かい合う0積み木が倒れてしまう0A男ーB男
(22) 積み木をはさんで向かい合う0
(23)
☆A男 「もう1回やろう」0A男 「つくったるから、つくったろ」13:49
B男は、床に座る。 (それぞれ)
13:50 ★A男は、税み木を積み上げ 「できたー、できたでー」と大声で言う0B男は、床
CM) 上からその声にA男の立っている方を見上げる0A男立つ、B男座るが、A男I
B男の身体は向かい合う0B男は、立ってA男に近づき、A男は、B男に話をす
(25) ★る0A男-B男、身体は積み木をはさんで向かい合って立つ0
(26) ★A男 「すごいやろ」 「これでええか」とB男に言う02人は、積み木をはさまな ←物を共有せずに
向かい合ういで向かい合う0
13:50 ★B男が積み木の上に車 (?)をのせる0A男もそれに触る0積み木と車をはさん
(27) で向かい合う0A男 「トラックが止まるねん0ここ」
13:51 ★B男は、床から車を取り上げ、積み木の上にのせる0積み木と車をはさんで向か
(28) い合う0B男は、次々積み木の上にのせていく0
13:51 ★B男は、車を走らせる0A男の立っている方を見る0身体は向かい合う0A男
(29) 「ここに止めたら?」、B男 「うん」、積み木をはさんで向かい合う0
(30) 2人で棚の前へ行く0 (それぞれ)
13:53 ★B男は、積み木の上に車をのせる0A男も車を動かしながら積み木の方へ行く0
(31) A男-B男の身体は向かい合う0B男の立っている積み木の上に車をのせる0A
(32) 男-B男、積み木をはさんで身体は向かい合う0A男 「1恒にわそか」、B男
「うん」 (向かい合っている)0B男は、そのまま後方へ下がる0
(33) ★壊れた積み木を見て、笑う0A男ーB男の身体は向かい合う0
13:57 ★A男は、培み木を積み上げて最後 (?)の 「家」の中に入れる物を取りに棚の近
(34) くに行く0B男が棚の前にいる0B男の前に座る。 (A男-B男、身体は向かい
ア 合う)0A男 「これ、入れる?」とB男に聞く0A男は、B男の顔を覗き込むよ
うにして 「これ、入れる?」と聞く0
(35) ★A男IB男、身体は向かい合う0B男もうなずく0A男、B男でうなずきあう0
(36) ★ 「家」を間にして、うなずきあいながら話をする02人で向かい合いながら 「家
」の中に動物を入れる0A男、B男 「できたー」という声でA男は立ち上がる0
B男 「これ、これーA君これー」と言って、もうひとつの物をA男に示す0A男
(37) ★-B男、2人は向かい合う0
13:58 ★A男、B男、棚の前で、A男 「カメも入れる」、B男 「ブタちゃんも入れる」と
(38) 動物を手に持ちながら、立って身体を向かい合わせて言い合う0
(39) ★そのまま話をしながら向かい合ったまま積み木の方へ平行移動する0
13:58 ★A男がつくった積み木の上の 「家」を持ち上げ、B男が対面してそれを見る。墳
(40) み木と 「家」をはさんで身体が向かい合う0A男 「こうやってするか」、B男
「うん、な」とうなずく0
13:59 ★B男が小型積み木へ行き、A男も 「積み木で遊ぼ」と言ってB男の前に持って来
(41) る0A男-B男の身体は向かい合う02人床にしゃがみ向かい合う0
(42) B男は、A男から離れて積み木を取りに行く0
☆B男は、積み木を持ってA男の近くに行く0A男の右横に座る0
14:00 ★B男は、積み木を車ごと引っ張って来る0そこへA男が近づく0A男、B男、2
(43) 人で積み木の車を引っ張る0A男 「持つてこよか」と言う0A男、B男、2人の
間に積み木車を置く0A男、B男、身体は向かい合う0積み木車 (箱)を間にし
てA男、B男の身体は向かい合う0
(44) ★B男は、積み木車から積み木を取り出す0A男、B男の間に小積み木を置いてい
く0A男、B男の身体は向かい合う0
(45) ★B男は全ての小積み木を箱から出すと、A男の身体に近づく0小積み木をはさん
で向かい合う0
B男棚へ行く0
14:06 ★B男は、棚の前から、積み木の方へ移動し、積み木近くのA男の正面に行く0A
(46) 男-B男、向かい合う0積み木と車をはさんで身体は向かい合う0しかし、B男
は、積み木に車を添わせている0A男は、自分の前に小積み木を並べている0
(47) ★ (A男、B男、身体は向かい合う) ←身体は向かい合
14:10 ★A男が棚の前へ鍬ナてB男も棚の前へ行き、車をはさんで少し向かい合う0
つているが、遊び
はそれぞれ?
(48) 間に積み木 (大小
)があり、そこで
それぞれが活動し
ている0
14:12 ★B男がすべり台の階段上にいる0A男は、近くのヒヨコを取って、A男 「ヒヨコ
(49) がのつていました」と言ってB男に向かい合うOA男、B男、身体は向かい合う
0A男、ヒヨコを転がした後、A男 「あーネズミがI」と言って、別のぬいぐる
みを転がす0B男も別のぬいぐるみを取り、A男と同じようにすべり台をB男
(50) ★ 「イケ-」と言って転がす0その時、一瞬すべり台横でA男、B男の身体は向か
い合う0
14:13 ★A男は、棚の前へ走る0B男も近づき 「信号、信号」と言って、棚の前で向かい
(51) 合う0A男は、それを積み木の上に持って行く0B男は、A男に向かって 「あか
(52) ★んで、あっちやで-」と据差す0その時のA男ーB男は立って身体がしばらく向
き合っている02人の間に積み木と車がある02人の身体は物をはさんで近づい
て行く0
14:15 ★A男がすべり台をすべり降り、すべり台階段の所にいるB男に向かって何か話し
(53) かけながら近づいて行く0身体は向かい合う0A男ーB男の間に車がある0B男
がすべり台上から車を投げる0A男は、 「ウワー」と言ってB男の顔を見る○
(身体はすべり台にはばまれ)正対していないが、教はB男の方を向き、A男-
B男は顔は向かい合っている0
14:16 ★2人でたくさんの車をすべり台にすべらせ、A男は、すべり台上へ行き、B男は ←身体同志の交差
(54) すべり台下から昇る0A男-B男の身体は向かい合う0A男-B男の身体が真正
イ 面からぶつかる0A男の上にB男がまたいで交差する0
(55) ★B男がすべり台階段へ行き、A男がすべり台下から上へ上がって行く0上でA男
-B男の身体が向かい合う0A男は、180度方向を変えてすべり降りる0
14:17 ★B男が 「行きまーす」と言って車をすべらせ、自分もすべり降りた後、振り返つ
(56) て後方のA男の方を見る0顔は、A男-B男、向かい合うeA男は、車をすべら
せ自分もすべり降りるeB男は、すべり台下にいて、A男IB男の身体は向かい
合っている0
(57) ★A男が、車とすべり降りた後、 「今度はこれです」と言って、すべり台下の車を
取る。その時、A男-B男の身体が車をはさんで一瞬向かい合う0
14:18 ★A男、B男、すべり台の上と下にいて、車をすべらせる0A男が上にいる0 「も
←遊びの深まり?
(58) ういい?」と聞き、B男は 「まだ、まだ…」と答える0B男は、答えながら下の
車を並べているようだが、少しずつA男の方に身体が向かい合っていく0
と共に身体が正対
する?
14:19 ★A男 「いい?」、B男 「いいよー」と言って向かい合っているが、A男が車をす
(59) ベらせる0自分もすべり降りる0B男のいる下まで着くと、A男、B男の身体が
ウ(60) 大変接近して向かい合う0
(61) ★A男 「今度はこれにする」と言って、車を間に向かい合う0
14:20 ★A男 「えー、それやんのー」と言って、B男のいるブロックの方へ行く0身体は
(62) 写真の紙を間に向かい合う0
14:22 ★A男は、B男のしいた線の板に目を向けブロックの箱からブロックを取り出す0
(63) 身体は向かい合う0
(64) ★B男は、棚から家を取り、向きを変えてA男の正面に行く0そして、A男、B男 ←わざわざ向きを
の間にそれを置く0B男は、次々と取り出して 「こんな家あるねんな」とA男の 変える
前に置いていく0A男-B男の身体は向かい合う0      ‖
14:23 ★A男は、 「これもしよか、これも」と言いながら、何かつくっていくeA男-B
空間をつくる
(65) 男の身体は向かい合う0
(66) ★A男-B男、2人の間に共同でつくりあげていく02人の間のスペースが狭くな
←向かい合ったまると、A男はそのまま後方に下がり、向かい合う0A男-B男の身体は向かい合
ったまま統行される0 まで
14:26 ★A男は、ブロックの箱から取り出し「これもある、これ」とB男に見せ、B男も
(67) それを見る0A男-B男の身体は向かい合う。
14:27 ★B男 「はら、見て。〇〇こうなった」とA男に向かって見せる0A男は、B男の
(68) 差し出したものを見る0A男ーB男の身体は完全に向き合っていないか、顔はそ
のものをはさんで向かい合う0
14:28 ★B男がすべり台下の車を持って、A男の近くに来る02人の間にものを置いて旦
(69) 男-B男の身体は向かい合う0
(70) ★A男がブロックの箱を覗く0B男も一緒に覗く0ブロックの箱を間に、A男IB
男の身体は向かい合う0
14:29 ★B男が 「A君、これ-」と言って何か持って声をかけるが、A男は、答えない○
(71) 次に、B男は、A男の正面にまわり、話しかける0A男一B男の身体は向かい合
う0
(72) ★B男 TA君」 「ねえねえ、ちょっとねー」と言ってA男のやっているものの正面
に行ってそれに触れる02人でものをつくる0A男一B男の身体は向かい合う0
(73) ★A男が 「おとこ動物にのつてる」とB男に向かって言う02人立って身体は向き
合う0
14:32 ★A男は、ブロックの箱、B男は何かつくっているが、お互い1′4回転させ向かい
(74) 金も ブロックについて話し合う0B男 「今、おうちに入ってることね」と言つ
(75) ★て身体はその作成したものを間に向かい合う0
(76) ★A男、B男、2人でブロックの箱の中を探す0B男 「あったー」と言い、A男、
B男でそれをE,Jるn身体は后ーかい合う。
14:36 ★A男がつくっているブロックへB男が近づき、 「今どんな?」と尋ねる0A男-
(77) B男の身体は向かい合う0
(78) ★A男がブロックの中から何か見つける0B男は、 「ほんまや」と言ってそれを見
る0一瞬だがA男、B男の身体は向き合う0
【考察】
◎この日は、A男-B男共、大変よく一緒に遊んでいたと思う02人の身体が向か
い合うのもかなり頻度が高い0
(8)◎物事をきちんと伝えたい時は、正対する0大体で良い時は正対しない0
(52)◎物をはさんで段々近づいていく0
(70)-(78)◎ブロックで一緒にものをつくる時、身体は向き合う0
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